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①「
犠
牲
者
『
０
』
を
め
ざ
す
、
減

災
の
ま
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、

地
震
津
波
対
策
の
第
２
ス
テ
ー
ジ
と

し
て
位
置
付
け
る
、
相
賀
本
地
地
区

の
津
波
避
難
施
設
を
兼
ね
た
健
康
増

進
施
設
の
整
備
及
び
海
山
消
防
署
の

移
転
を
実
施
し
ま
す
。

②「
交
流
人
口
『
２
０
０
万
人
』
を

め
ざ
す
、
に
ぎ
わ
い
の
ま
ち
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、（
株
）
モ
ン
ベ
ル
、

三
重
県
と
の
協
働
に
よ
り
開
催
さ
れ

る
ア
ウ
ト
ド
ア
イ
ベ
ン
ト
「
三
重 

紀

北
S
E
A 

T
O 

S
U
M
M
I
T
」へ

の
支
援
及
び
「
便
石
山
・
お
ち
ょ
ぼ

岩
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
」
の
新
設

と
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
交
流
に
つ
い
て
も
、
合

宿
・
大
会
の
誘
致
活
動
と
し
て
、
利

用
し
や
す
い
環
境
を
整
備
す
る
と
と

も
に
、
紀
北
町
長
杯
大
会
の
対
象
ス

ポ
ー
ツ
の
拡
大
を
実
施
し
ま
す
。

③「
健
康
寿
命
『
５
歳
』
延
長
を
め
ざ

す
、
生
涯
元
気
の
ま
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
で
は
、
町
民
の
皆
様
が
自
ら
健

康
の
保
持
や
体
力
の
維
持
を
し
っ
か

り
意
識
づ
け
で
き
る
よ
う
、
健
康
づ

く
り
活
動
を
充
実
さ
せ
て
い
き
、
食

事
の
余
分
な
カ
ロ
リ
ー
を
少
し
減
ら

し
な
が
ら
、
普
段
よ
り
運
動
時
間
を

少
し
長
く
確
保
し
よ
う
と
「
ち
ょ
い

減
ら
し 

＋
10
（
プ
ラ
ス
・
テ
ン
）」

を
合
言
葉
に
健
康
づ
く
り
運
動
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
健
康
づ
く
り
の

拠
点
と
し
て
、
相
賀
本
地
地
区
に
津

波
避
難
施
設
を
兼
ね
た
屋
内
温
水

プ
ー
ル
を
備
え
た
健
康
増
進
施
設
の

整
備
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
肺
が
ん
・
大
腸
が
ん
検
診

に
加
え
胃
が
ん
検
診
も
無
料
化
し
、

予
防
接
種
へ
の
助
成
を
継
続
す
る
と

と
も
に
、
健
診
機
会
の
充
実
や
健
康

相
談
の
実
施
な
ど
に
よ
り
、
病
気
の

予
防
や
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
つ

な
が
る
保
健
事
業
を
進
め
ま
す
。

④「
紀
北
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
」
関
連
で
は
、
地
場

産
業
の
振
興
と
し
て
、
農
林
水
産
業

の
振
興
を
進
め
る
と
と
も
に
、
子
育

て
し
や
す
い
環
境
の
整
備
と
し
て
、

来
年
小
学
校
入
学
対
象
者
に
学
用
品

を
支
給
し
、
第
３
子
以
降
の
幼
稚
園
・

保
育
所
の
保
育
料
無
料
化
と
幼
稚

園
・
小
学
校
・
中
学
校
の
給
食
費
の

無
料
化
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

　

町
の
財
政
運
営
の
基
幹
で
あ
る
町

税
は
、歳
入
総
額
の
14
・
0
％
を
占
め
、

景
気
低
迷
に
よ
る
町
民
税
の
減
少
な

ど
か
ら
、
前
年
度
に
比
べ
4
・
8
％
減

の
13
億
７
，４
６
４
万
４
千
円
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。

　

地
方
交
付
税
は
、
歳
入
総
額
の

41
・
3
％
を
占
め
、
標
準
的
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た
め
に
必
要
な
普

通
交
付
税
と
、
災
害
な
ど
特
殊
な
要

因
に
対
応
す
る
た
め
の
特
別
交
付
税

が
あ
り
、
前
年
度
に
比
べ
1
・
5
％
増

の
40
億
６
，
９
２
５
万
６
千
円
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。

　

町
の
借
金
に
あ
た
る
町
債
は
、
歳

入
総
額
の
12
・
4
％
を
占
め
、
合
併

特
例
事
業
債
や
過
疎
対
策
事
業
債
な

ど
12
億
２
，０
７
３
万
３
千
円
の
借
り

入
れ
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
健
康
増

進
施
設
整
備
事
業
や
ゆ
め
向
井
工
房

増
改
築
事
業
の
増
加
な
ど
か
ら
前
年

度
に
比
べ
6
・
2
％
の
増
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

歳
入
総
額
の
10
・
2
％
を
占
め
る

国
庫
支
出
金
は
、
年
金
生
活
者
等
支

援
臨
時
福
祉
給
付
金
の
増
加
な
ど
か

ら
、
前
年
度
に
比
べ
29
・
9
％
増
の
10

億
1
0
9
万
4
千
円
と
な
っ
て
い
ま

すべては住民目線で、すべては住民とともに

平成 28 年度予算

総額 98億 5,390万円総額 98億 5,390万円

歳  

入

「
３
つ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」と「
紀
北
町
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

　平成 28年度は、合併により紀北町が誕生して10年が経過し、町の将来像である「自然の鼓動を聞き　み

なが集い、にぎわう　やすらぎのあるまち」の実現に向けて、「安全・安心」、「にぎわい」、「人・地域の元気」

をテーマとする３つの重点プロジェクトを中心に、地方創生に向け「第１次産業の推進」や「健康増進」、

「子育て支援」などに積極的に取り組む予算となっています。
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す
。

　

歳
入
総
額
の
6
・
0
％
を
占
め
る

県
支
出
金
は
、
保
育
緊
急
確
保
事
業

費
補
助
金
の
減
少
な
ど
に
よ
り
、
前

年
度
に
比
べ
11
・
8
％
減
の
５
億
８
，

９
４
４
万
９
千
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

そ
の
他
の
収
入
は
、
使
用
料
及
び

手
数
料
、
基
金
の
取
り
崩
し
に
よ
る

繰
入
金
な
ど
で
、
前
年
度
に
比
べ

24
・
2
％
増
の
15
億
９
，８
７
２
万
４

千
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
歳
入
総
額
は
、
前

年
度
に
比
べ
5
・
6
％
増
の
98
億
５
，

３
９
０
万
円
と
な
り
ま
す
。

　

歳
入
全
体
で
は
、
地
方
交
付
税
や

町
債
、
国
・
県
の
補
助
金
な
ど
へ
の

依
存
割
合
が
高
く
、
町
税
な
ど
自
主

財
源
の
確
保
が
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

歳
出
予
算
を
、
そ
の
経
費
が
持
つ

経
済
的
な
性
質
に
よ
り
分
類
し
た
も

の
を
「
性
質
別
経
費
」
と
い
い
ま
す
。

　

人
件
費
は
、
議
員
や
条
例
委
員
の

報
酬
、
町
長
や
役
場
職
員
の
給
与
な

ど
で
、
前
年
度
に
比
べ
2
・
9
％
減

の
14
億
５
，
１
７
９
万
７
千
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

扶
助
費
は
、
障
が
い
者
支
援
、
子

ど
も
医
療
の
助
成
、
保
育
所
費
用
、

じ
ん
臓
機
能
障
が
い
者
で
透
析
を
受

け
て
い
る
方
へ
の
交
通
費
助
成
、
要
・

準
要
保
護
児
童
生
徒
へ
の
就
学
援

助
、
児
童
手
当
な
ど
で
、
前
年
度
に

比
べ
5
・
8
％
増
の
12
億
２
，
４
９

９
万
８
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

公
債
費
は
、
町
の
借
金
に
あ
た
る

町
債
の
元
利
償
還
金
な
ど
で
、
借
入

金
の
元
金
・
利
子
と
も
に
減
少
す
る

こ
と
か
ら
、前
年
度
に
比
べ
5
・
4
％

減
の
13
億
４
，
３
１
５
万
３
千
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

普
通
建
設
事
業
は
、
公
共
施
設
の

整
備
、
道
路
の
整
備
、
生
活
環
境
の

整
備
な
ど
に
あ
た
る
も
の
で
、
海
岸

保
全
施
設
整
備
事
業
、
防
災
対
策
事

業
、
道
路
改
良
事
業
な
ど
を
引
き
続

き
実
施
す
る
と
と
も
に
健
康
増
進
施

設
整
備
事
業
な
ど
の
増
加
に
よ
り
、

前
年
度
に
比
べ
51
・
6
％
増
の
14
億

６
，
２
３
７
万
８
千
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

物
件
費
は
、
主
に
需
用
費
、
役
務

費
、
委
託
料
な
ど
で
、
前
年
度
に
比

べ
4
・
5
％
増
の
17
億
７
，
７
２
６

万
８
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

補
助
費
等
は
、
年
金
生
活
者
等
支

援
臨
時
福
祉
給
付
金
の
増
加
な
ど
か

ら
、
前
年
度
に
比
べ
2
・
6
％
増
の

12
億
１
，
５
３
５
万
３
千
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

繰
出
金
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業

な
ど
の
特
別
会
計
や
簡
易
水
道
事
業

に
対
す
る
操
出
金
及
び
紀
北
広
域
連

合
運
営
負
担
金
な
ど
で
、
前
年
度
に

一般会計歳入

一般会計歳出（目的別） 一般会計歳出（性質別）

その他（依存）
400,480 千円
4.1%

その他の経費
4,371,574 千円
44.4%

その他の経費
4,371,574 千円
44.4%

投資的経費
1,462,378 千円
14.8%

投資的経費
1,462,378 千円
14.8%

補助費等
1,215,353 千円
12.3%

補助費等
1,215,353 千円
12.3%

人件費
1,451,797 千円
14.7%

人件費
1,451,797 千円
14.7%

物件費
1,777,268 千円
18.0%

物件費
1,777,268 千円
18.0%

繰出金
1,155,884 千円
11.7%

繰出金
1,155,884 千円
11.7%

扶助費
1,224,998 千円
12.4%

扶助費
1,224,998 千円
12.4%

義務的経費
4,019,948 千円
40.8%

義務的経費
4,019,948 千円
40.8%

普通建設事業
1,462,378 千円
14.8%

普通建設事業
1,462,378 千円
14.8%

公債費
1,343,153 千円
13.6%

公債費
1,343,153 千円
13.6%

議会費
91,854 千円
0.9%

その他
223,069 千円
2.3%

3

商工費
244,637千円
2.5%

歳  

出

公債費
1,343,153 千円
13.6%

公債費
1,343,153 千円
13.6%

教育費
1,274,733 千円
12.9%

教育費
1,274,733 千円
12.9%

消防費
612,947 千円
6.2%

消防費
612,947 千円
6.2%
土木費

530,644 千円
5.4%

土木費
530,644 千円
5.4%

総務費
1,189,518 千円
12.1%

総務費
1,189,518 千円
12.1%

民生費
2,783,575 千円
28.2%

民生費
2,783,575 千円
28.2%

衛生費
1,071,393 千円
10.9%

衛生費
1,071,393 千円
10.9%

農林水産業費
701,446 千円
7.1%

農林水産業費
701,446 千円
7.1%

県支出金
589,449 千円
6.0%

県支出金
589,449 千円
6.0%

国庫支出金
1,001,094 千円
10.2%

国庫支出金
1,001,094 千円
10.2%

町債
1,220,733 千円
12.4%

町債
1,220,733 千円
12.4%

地方交付税
4,069,256 千円
41.3%

地方交付税
4,069,256 千円
41.3%

依存財源
7,281,012千円
73.9%

依存財源
7,281,012千円
73.9%

自主財源
2,572,888 千円
26.1%

自主財源
2,572,888 千円
26.1%

町税
1,374,644 千円
14.0%

町税
1,374,644 千円
14.0%

その他（自主）
1,198,244 千円
12.2%

その他（自主）
1,198,244 千円
12.2%

※構成比は表示単位未満四捨五入の関係で積み上げと一致しない場合があります。

予備費
10,000 千円
0.1%



比
べ
8
・
4
％
増
の
11
億
５
，
５
８

８
万
４
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
積
立
金
、
維
持
補
修
費
、

貸
付
金
な
ど
で
前
年
度
に
比
べ
34
・

5
％
減
の
2
億
２
，
３
０
６
万
９
千

円
を
計
上
し
、
歳
出
総
額
は
歳
入
総

額
と
同
額
の
98
億
５
，
３
９
０
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
人
件
費
、
扶
助
費
、
公
債
費

の
義
務
的
経
費
は
歳
出
予
算
全
体
の

40
・
8
％
を
占
め
、
普
通
建
設
事
業

の
投
資
的
経
費
は
14
・
8
％
、
そ
の

他
の
経
費
が
44
・
４
％
を
占
め
て
い

ま
す
。

　

特
別
会
計
は
、
特
定
の
事
務
を
処

理
す
る
た
め
、
一
般
の
歳
入
・
歳
出

と
区
別
し
て
処
理
す
る
た
め
の
会
計

で
、
紀
北
町
で
は
国
民
健
康
保
険
事

業
特
別
会
計
、
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別

会
計
が
該
当
し
、
特
別
会
計
全
体
で

は
前
年
度
と
比
べ
1
・
６
％
増
の
38

億
５
，
２
０
７
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

公
営
企
業
会
計
は
、
一
般
の
会
社

と
同
じ
よ
う
に
、
独
自
の
収
入
で
そ

の
経
費
を
賄
う
「
独
立
採
算
」
を
原

則
と
す
る
会
計
で
、
紀
北
町
で
は
水

道
事
業
会
計
が
該
当
し
ま
す
。
収
益

的
支
出
と
資
本
的
支
出
を
合
算
し
た

予
算
額
は
、前
年
度
に
対
し
3
・
9
％

減
の
7
億
４
，
６
８
３
万
９
千
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　　　

町
が
こ
れ
ま
で
に
借
り
入
れ
て
い

る
地
方
債
の
残
高
は
、
合
併
年
度
の

平
成
17
年
度
末
に
は
１
４
６
億
４
５

３
万
３
千
円
で
し
た
が
、
平
成
28
年

度
末
で
は
１
２
０
億
96
万
５
千
円
と

な
り
、
26
億
３
５
６
万
８
千
円
の
減

少
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　

地
方
債
に
つ
い
て
は
、
将
来
に
負

担
を
残
す
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

当
面
は
現
在
の
水
準
の
維
持
を
図
り
、

健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

　

基
金
は
町
の
預
貯
金
に
あ
た
る
も

の
で
す
。
こ
の
う
ち
、
災
害
復
旧
や

そ
の
他
財
源
が
不
足
し
た
と
き
の
た

め
の
財
政
調
整
基
金
や
健
全
な
財
政

運
営
を
行
う
た
め
町
の
借
金
に
あ
た

る
地
方
債
の
繰
り
上
げ
償
還
な
ど
の

た
め
の
減
債
基
金
、
特
定
の
目
的
の

た
め
に
使
用
す
る
特
定
目
的
基
金
が

あ
り
ま
す
。

　

全
体
の
基
金
残
高
は
、
合
併
年
度

の
平
成
17
年
度
末
に
は
10
億
５
，
８

５
３
万
３
千
円
で
し
た
が
、
平
成
28

年
度
末
で
は
57
億
１
，
５
５
０
万
３

千
円
と
な
り
、
46
億
５
，
６
９
７
万

円
増
加
す
る
見
込
み
で
す
。
基
金
に

つ
い
て
は
健
全
な
財
政
運
営
を
維
持

し
て
い
く
た
め
、
今
後
も
適
正
な
規

模
の
確
保
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

本
庁
財
政
課
財
政
係

℡（
46
）
３
１
１
２

特
別
会
計

基
金
の
状
況

地
方
債
残
高
の

状
況

公
営
企
業
会
計

後期高齢者
医療特別会計
547,659 千円 
3.8%

介護サービス
事業特別会計
174,537 千円 
1.2%

会計別予算

平成28年度予算総額
144 億 5,280 万 9千円
平成 28 年度予算総額
144 億 5,280 万 9千円

4

区　　　分

一　般　会　計

特　別　会　計

国民健康保険事業

介護サービス事業

後期高齢者医療

水　道　事　業　会　計

合　　　　　計

5.6

1.6

1.3

4.5

2.2

△3.9

4.0

523,347

59,937

40,437

7,581

11,919

△30,064

553,220

9,853,900

3,852,070

3,129,874

174,537

547,659

746,839

14,452,809

9,330,553

3,792,133

3,089,437

166,956

535,740

776,903

13,899,589

H28年度 H27年度 比較 増減率（％）

●平成 28 年度会計別予算（当初予算比較）

※水道事業会計予算額は、収益的支出と資本的支出の合算額です。

（単位：千円）

水道事業会計
746,839 千円
5.2%

国民健康保険事業
特別会計

3,129,874 千円
21.7%

国民健康保険事業
特別会計

3,129,874 千円
21.7%

一　般　会　計
9,853,900 千円
 68.2%

一　般　会　計
9,853,900 千円
 68.2%



年 度 末 残 高

H17年 度末比較

14,604,533 12,223,807

△2,380,726

12,019,109

△2,585,424

12,000,965

△2,603,568

H17年度末
（合併年度）

H26年度末
（決算額）

H27年度末
（見込額）

H28年度末
（見込額）

●地方債残高の状況（一般会計） （単位：千円）

※H27年度末とH28年度末の数値は、今後の状況により変わることがあります。

※H27年度末とH28年度末の数値は、今後の状況により変わることがあります。

一般会計における地方債残高の推移

一般会計における基金残高の推移

財 政 調 整 基 金

減 債 基 金

そ の 他 の 基 金

合 計

H17年 度 末 比 較

607,682

9,860

440,991

1,058,533

2,677,527

1,123,432

2,203,153

6,004,112

4,945,579

2,684,345

1,161,907

2,512,393

6,358,645

5,300,112

2,059,617

1,162,374

2,493,512

5,715,503

4,656,970

H17年度末
（合併年度）

H26年度末
（決算額）

H27年度末
（見込額）

H28年度末
（見込額）

●基金残高の状況（一般会計） （単位：千円）

合併特例事業債

過疎対策事業債

臨時財政対策債

上記以外の町債

減債基金

財政調整基金

特定目的基金

億円

億円

160

140

120

100

80

60

40

20

0

70

60

50

40

30

20

10

0
平成
17年度

平成
18年度

平成
19年度

平成
20年度

平成
21年度

平成
22年度

平成
23年度

平成
24年度

平成
25年度

平成
26年度

平成
27年度

平成
17年度

平成
18年度

平成
19年度

平成
20年度

平成
21年度

平成
22年度

平成
23年度

平成
24年度

平成
25年度

平成
26年度

平成
27年度

平成
28年度

平成
28年度

土地開発基金
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町
で
は
、
平
成
29
年
度
か
ら
平
成

38
年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と
す
る
「
紀

北
町
第
２
次
総
合
計
画
」
を
策
定
す

る
に
あ
た
り
、
第
１
次
総
合
計
画
を

評
価
す
る
と
と
も
に
、
住
民
の
皆
様

か
ら
意
見
を
い
た
だ
き
、
こ
れ
か
ら

の
ま
ち
づ
く
り
に
反
映
す
る
た
め
「
ま

ち
づ
く
り
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
」
を
今
年
１
月
に
実
施
し
ま
し
た
。

　

対
象
は
、
紀
北
町
に
お
住
ま
い
の

20
歳
以
上
の
方
と
し
、
男
女
１
，０
０

０
名
ず
つ
、
２
，０
０
０
名
を
無
作
為

に
抽
出
し
て
郵
送
に
よ
り
配
布
し
ま

し
た
。

　

そ
の
結
果
、
６
９
２
名
の
方
か
ら

回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
集

計
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

　

町
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
満
足

度
の
上
位
３
項
目
は
、「
上
水
道
の
整

備
状
況
」、「
自
然
環
境
の
豊
か
さ
」、

「
ご
み
の
収
集
・
処
理
の
状
況
」
と
な
っ

て
お
り
、
自
然
環
境
や
生
活
環
境
へ

の
評
価
が
高
い
こ
と
が
う
か
が
え
ま

す
。
一
方
で
、
下
位
の
項
目
は
、「
公

共
交
通
の
便
利
さ
」、「
働
き
が
い
の

あ
る
職
場
」、「
火
災
や
地
震
な
ど
災

害
か
ら
の
安
全
性
」
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

町
の
施
策
に
つ
い
て
の
重
要
度
に

つ
い
て
は
、
上
位
３
項
目
は
、「
火
災

や
地
震
な
ど
災
害
か
ら
の
安
全
性
」、

「
保
健
・
医
療
サ
ー
ビ
ス
や
施
設
整
備

の
状
況
」、「
自
然
環
境
の
豊
か
さ
」

と
な
っ
て
お
り
、
安
全
・
安
心
と
と

も
に
豊
か
な
自
然
環
境
へ
の
ニ
ー
ズ

が
高
い
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。
一

方
で
、
下
位
の
項
目
は
、「
町
営
住
宅

の
整
備
状
況
」、「
生
涯
学
習
活
動
、

芸
術
・
文
化
活
動
や
施
設
整
備
の
状

況
」、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
な
ど

情
報
通
信
体
系
の
整
備
状
況
」
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

重
要
度
の
高
い
項
目
と
満
足
度
を

比
較
す
る
と
、「
自
然
環
境
の
豊
か

さ
」、「
ご
み
の
収
集
・
処
理
の
状
況
」

は
満
足
度
も
上
位
に
評
価
さ
れ
て
い

ま
す
が
、「
火
災
や
地
震
な
ど
災
害
か

ら
の
安
全
性
」、「
日
常
の
買
物
の
便

利
さ
」
は
下
位
に
評
価
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

重
要
度
が
高
か
っ
た
項
目
分
野
へ

の
取
り
組
み
と
し
て
、
消
防
・
防
災

体
制
に
つ
い
て
は
、「
地
震
・
津
波
対

策
の
充
実
」、
保
健
・
医
療
の
分
野
の

施
策
に
つ
い
て
は
、「
救
急
医
療
体
制

の
整
備
・
充
実
」、
環
境
を
良
く
す
る

た
め
の
施
策
に
つ
い
て
は
、「
町
民
・

事
業
者
・
町
の
自
主
的
な
取
り
組
み
」

の
割
合
が
最
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

満
足
度
を
平
成
22
年
度
に
実
施
し

た
前
回
の
調
査
結
果
と
比
較
す
る
と
、

25
項
目
の
内
４
項
目
は
下
降
し
て
い

ま
す
が
、
そ
の
他
の
21
項
目
で
は
満

足
度
が
同
等
ま
た
は
上
昇
し
て
お
り
、

全
体
的
に
は
満
足
度
が
上
昇
し
て
い

ま
し
た
。

　

満
足
度
の
上
昇
が
大
き
か
っ
た
項

目
は
、「
保
健
・
医
療
サ
ー
ビ
ス
や
施

設
整
備
の
状
況
」、「
福
祉
サ
ー
ビ
ス

や
施
設
整
備
の
状
況
」、「
道
路
の
整

備
状
況
」、「
働
き
が
い
の
あ
る
職
場
」

で
、
下
降
が
大
き
か
っ
た
項
目
は
、「
火

災
や
地
震
な
ど
災
害
か
ら
の
安
全

性
」、「
公
民
館
や
集
会
所
な
ど
の
整

備
状
況
」、「
行
政
情
報
や
催
事
情
報

の
提
供
状
況
」
で
し
た
。
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施　策
調　査

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

結
果
を
お
し
ら
せ
し
ま
す

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

結
果
を
お
し
ら
せ
し
ま
す

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

結
果
を
お
し
ら
せ
し
ま
す

満
足
度
と
重
要
度

施
策
へ
の
意
見

満
足
度
の
経
年
比
較

■満足度の上位 5項目■満足度の下位 5項目

■重要度の上位 5項目と満足度■重要度の上位 5項目と満足度■重要度の上位 5項目と満足度

満足度と重要度

1

2

3

4

5

上水道の整備状況

自然環境の豊かさ

ごみの収集・処理の状況

墓地や火葬場の管理・運営状況

騒音・振動・悪臭等の環境

1

2

3

4

5

交通機関の便利さ

働きがいのある職場

火災や地震など災害からの安全性

日常の買物の便利さ

子どもの教育環境

1

2

3

4

満足度順位

23

18

2

3

22

火災や地震など災害からの安全性

保健・医療サービスや施設整備の状況

自然環境の豊かさ

ごみの収集・処理の状況

日常の買物の便利さ



■満足度の経年比較■満足度の経年比較■満足度の経年比較

■満足度と重要度の比較（1点～ 5点の 5段階評価）■満足度と重要度の比較（1点～ 5点の 5段階評価）■満足度と重要度の比較（1点～ 5点の 5段階評価）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

上水道の整備状況

自然環境の豊かさ

ごみの収集・処理の状況

墓地や火葬場の管理・運営状況

騒音・振動・悪臭等の環境

人情味や地域の連帯感

公民館や集会所などの整備状況

行政情報や催事情報の提供状況

下水道の整備状況（合併浄化槽を含む）

道路の整備状況

人権尊重の状況

福祉サービスや施設整備の状況

防犯、交通安全施設整備の状況

町営住宅の整備状況

保育・子育て環境

インターネット環境など情報通信体系の整備状況

生涯学習活動、芸術・文化活動や施設整備の状況

保健･医療サービスや施設整備の状況

スポーツ活動や施設整備の状況

公園・緑地・広場の整備状況

子どもの教育環境

日常の買物の便利さ

火災や地震など災害からの安全性

働きがいのある職場

公共交通の便利さ

77.0 

76.0 

73.9 

66.2 

62.3 

61.7 

60.1 

57.3 

53.8 

53.2 

51.7 

51.6 

50.9 

50.2 

49.4 

49.3 

49.0 

48.7 

48.6 

48.5 

46.6 

45.2 

41.4 

37.7 

34.4 

74.4 

73.0 

70.7 

65.9 

59.5 

60.0 

62.7 

58.1 

49.7 

49.1 

51.7 

45.9 

49.7 

48.8 

49.5 

47.3 

47.5 

42.2 

45.0 

47.3 

47.0 

44.2 

44.2 

33.6 

30.8 

2.6 

3.0 

3.2 

0.3 

2.8 

1.7 

-2.6

-0.8 

4.1 

4.1 

0.0 

5.7 

1.2 

1.4 

-0.1 

2.0 

1.5 

6.5 

3.6 

1.2 

-0.4 

1.0 

-2.8 

4.1 

3.6 
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※各項目の評価は、「満足している」＝100点、「やや満足している」＝75点、「どちらともいえない」50点、「やや不満」
＝25 点、「不満である」＝0点として、合計点数を「不明・無回答」を除く件数で除して算出しています。

※各項目の評価は、「満足している」＝100点、「やや満足している」＝75点、「どちらともいえない」50点、「やや不満」
＝25 点、「不満である」＝0点として、合計点数を「不明・無回答」を除く件数で除して算出しています。

※各項目の評価は、「満足している」＝100点、「やや満足している」＝75点、「どちらともいえない」50点、「やや不満」
＝25 点、「不満である」＝0点として、合計点数を「不明・無回答」を除く件数で除して算出しています。

広
報

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設

地
域

人
権

教
育

ス
ポ
ー
ツ

生
涯
学
習
、
芸
術
・
文
化

労
働
環
境

買
物
利
便
性

保
育
・
子
育
て

福
祉

保
健
・
医
療

自
然
環
境

情
報
通
信

交
通
機
関

道
路
整
備

公
園
・
緑
地
・
広
場

町
営
住
宅

墓
地
・
火
葬
場

下
水
道

上
水
道

ご
み
収
集
・
処
理

生
活
環
境

防
犯
・
交
通
安
全

消
防
・
防
災

項目 今回調査
（Ｈ27）

前回調査
（Ｈ22） 比　較

高

低
2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

4.5 満足度 重要度



　

紀
北
町
の
イ
メ
ー
ジ
は
、「
自
然
が

豊
か
で
美
し
い
ま
ち
」
が
73
・
２
％
、

次
い
で
「
水
産
業
の
ま
ち
」
が
64
・
２
％

と
、
こ
の
２
つ
が
群
を
抜
い
て
お
り
、

次
に
「
農
林
業
の
ま
ち
」
が
32
・
０
％
、

「
人
情
味
や
連
帯
感
の
あ
る
ま
ち
」
が

28
・
０
％
と
な
っ
て
お
り
、
自
然
環

境
や
農
林
水
産
業
と
合
わ
せ
、
地
域

の
つ
な
が
り
の
あ
る
ま
ち
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か

が
え
ま
す
。

　

紀
北
町
の
住
み
や
す
さ
は
、「
住
み

や
す
い
」
と
「
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば

住
み
や
す
い
」
の
合
計
が
60
・
１
％
、

「
住
み
に
く
い
」
と
「
ど
ち
ら
か
と
言

え
ば
住
み
に
く
い
」
の
合
計
が
17
・

９
％
と
回
答
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
ど

ち
ら
と
も
言
え
な
い
」
が
21
・
９
％

と
な
っ
て
お
り
、
前
回
の
調
査
と
比

較
す
る
と
、「
住
み
や
す
い
」、「
住
み

に
く
い
」
と
も
に
割
合
が
少
な
く
な

り
、「
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い
」
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
と
思
う

施
策
に
つ
い
て
は
、「
働
く
場
の
確
保

に
つ
な
が
る
企
業
誘
致
」
が
55
・
１
％
、

次
い
で
「
若
者
の
定
住
対
策
」
が
、

35
・
７
％
、「
高
齢
者
福
祉
対
策
の
充

実
」
が
25
・
２
％
、「
救
急
医
療
体
制

の
充
実
」
が
24
・
０
％
、「
防
災
対
策

の
強
化
」
が
19
・
０
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

前
回
の
調
査
と
比
較
す
る
と
、「
救

急
医
療
体
制
の
充
実
」、「
町
営
バ
ス

の
運
行
」
な
ど
で
は
、
割
合
が
減
少

し
た
も
の
の
、「
防
災
対
策
の
強
化
」、

「
子
育
て
支
援
対
策
の
充
実
」
な
ど
で

は
、
割
合
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
調
査
か
ら
、
紀
北
町
は
自

然
環
境
に
恵
ま
れ
、
上
水
道
の
整
備
、

ご
み
収
集
な
ど
の
生
活
環
境
が
充
実

　

し
て
お
り
、
住
み
続
け
た
い
と
思
わ

れ
て
い
る
方
が
多
い
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。
一
方
で
、
公
共
交
通
の
便

が
悪
い
、
若
者
の
就
労
の
場
が
少
な

い
、
災
害
か
ら
の
安
全
性
に
不
安
と

感
じ
て
い
る
方
が
多
い
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
紀
北
町
の
将
来
に
つ
い
て

は
、
若
者
の
定
着
す
る
ま
ち
、
高
齢

者
が
生
き
生
き
と
暮
ら
す
ま
ち
、
福

祉
・
医
療
の
充
実
し
た
ま
ち
づ
く
り

が
求
め
ら
れ
て
い
る
傾
向
が
う
か
が

え
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
今

後
の
ま
ち
づ
く
り
に
反
映
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果

報
告
書
に
つ
い
て
は
、
紀
北
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。
ま
た
、

本
庁
企
画
課
及
び
海
山
総
合
支
所
総

務
室
で
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
も
可
能

で
す
。

　

お
忙
し
い
中
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ

本
庁
企
画
課
企
画
係

℡（
46
）
３
１
１
３
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Town Information

紀
北
町
の
イ
メ
ー
ジ

紀
北
町
の
住
み
や
す
さ

ま　

と　

め

■紀北町のイメージ■紀北町のイメージ
1

2

3

4

自然が豊かで美しいまち

水産業のまち

農林業のまち

人情味や連帯感のあるまち

■今後、力を入れてほしい施策■今後、力を入れてほしい施策

■紀北町の住みやすさ■紀北町の住みやすさ

1

2

3

4

5

働く場の確保につながる企業誘致

若者の定住対策 

高齢者福祉対策の充実

救急医療体制の充実 

防災対策の強化

今
後
、
力
を
入
れ
て

ほ
し
い
施
策

0 10 20 30 40 50％

住みやすい住みやすい住みやすい

どちらかと言えば
住みやすい

どちらかと言えば
住みやすい

どちらかと言えば
住みやすい

どちらとも言えないどちらとも言えないどちらとも言えない

どちらかと言えば
住みにくい

どちらかと言えば
住みにくい

どちらかと言えば
住みにくい

住みにくい住みにくい住みにくい

今回調査
（N=675）

前回調査
（N=805）

前々回調査
（N=770）

※「Ｎ」は集計対象者総数

19.1
20.7
21.9

41.0
41.0
42.6

21.9
19.9

11.6

13.5
14.9

6.5

4.4
3.5

17.4
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Town Information

　

紀
北
町
は
、
平
成
19
年
度
に
策
定

し
た
「
紀
北
町
第
１
次
総
合
計
画
」

に
お
い
て
、
本
町
の
目
指
す
将
来
像

を
「
自
然
の
鼓
動
を
聞
き　

み
な
が

集
い
、
に
ぎ
わ
う　

や
す
ら
ぎ
の
あ

る
ま
ち
」
と
し
、
合
併
後
の
新
た
な

ま
ち
づ
く
り
を
発
展
的
か
つ
計
画
的

に
推
し
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
「
紀
北
町
第
１
次
総
合
計
画
」

が
平
成
28
年
度
で
計
画
期
間
が
終
了

す
る
こ
と
か
ら
、
平
成
29
年
度
か
ら

平
成
38
年
度
ま
で
の
10
年
間
を
計
画

期
間
と
す
る
、「
紀
北
町
第
２
次
総
合

計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。

　

本
号
広
報
き
ほ
く
で
お
し
ら
せ
し

た
「
ま
ち
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の

結
果
を
踏
ま
え
、
計
画
の
素
案
に
町

民
の
皆
様
の
声
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、

素
案
づ
く
り
の
段
階
か
ら
参
加
し
て

い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

活
動
内
容
（
委
員
の
役
割
）

　

民
間
団
体
の
方
々
及
び
町
職
員
と

一
緒
に
計
画
の
素
案
づ
く
り
を
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

委
員
の
任
期

委
嘱
の
日
〜
平
成
29
年
３
月
31
日

会
議
の
開
催

　

会
議
は
、
月
１
〜
２
回
程
度
を
予

定
し
、
原
則
と
し
て
平
日
の
夜
間
（
午

後
７
時
ご
ろ
か
ら
）
に
開
催
し
ま
す
。

募
集
人
員

５
名

応
募
資
格

　

紀
北
町
在
住
の
方
。
た
だ
し
、
次

に
該
当
す
る
方
は
除
く
。

○
町
議
会
議
員

○
紀
北
町
役
場
職
員

応
募
方
法

　

所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
応
募
す
る
に
あ
た
っ
て
の

考
え
や
応
募
し
た
動
機
な
ど
を
含
め

２
０
０
字
程
度
に
ま
と
め
て
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。

　

応
募
用
紙
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
い
た
だ
く

か
、
本
庁
企
画
課
ま
た
は
海
山
総
合

支
所
総
務
室
で
配
布
し
ま
す
。（
応
募

用
紙
の
郵
送
も
可
能
で
す
）

※

応
募
し
た
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

応
募
期
間

５
月
９
日
（
月
）
〜
20
日
（
金
）

※

当
日
消
印
有
効

提
出
先

　

左
記
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

○
郵
送
に
よ
る
提
出

〒
５
１
９

－

３
２
９
２

紀
北
町
東
長
島
７
６
９
番
地
１

紀
北
町
役
場
企
画
課

○
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ
る
提
出

　
（
47
）
５
９
０
８

○
Ｅ
メ
ー
ル
に
よ
る
提
出

kikaku@
tow
n.m
ie-kihoku.lg.jp

○
直
接
提
出

本
庁
企
画
課
ま
た
は
海
山
総
合
支
所

総
務
室

問
い
合
わ
せ

本
庁
企
画
課
企
画
係

℡（
46
）
３
１
１
３

　

平
成
28
年
度
の
年
度
当
初
に
あ
た

り
、
町
が
実
施
す
る
主
な
事
務
事
業

内
容
を
町
民
の
皆
様
に
広
く
情
報
提

供
を
行
い
、
意
見
交
換
の
機
会
を
設

け
る
こ
と
で
、
町
行
政
の
効
果
的
な

推
進
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

行
政
報
告
会
を
開
催
し
ま
す
。

内
容

平
成
28
年
度
事
務
事
業
内
容
説
明
及

び
意
見
交
換

日
時
及
び
場
所

第
１
回

５
月
12
日
（
木
）
午
後
７
時
〜

上
里
福
祉
会
館
（
上
里
）

第
２
回

５
月
13
日
（
金
）
午
後
７
時
〜

若
者
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室
（
島
原
）

第
３
回

５
月
17
日
（
火
）
午
後
７
時
〜

東
長
島
公
民
館
２
階
会
議
室（
東
長
島
）

第
４
回

５
月
18
日
（
水
）
午
後
７
時
〜

町
民
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室
（
相
賀
）

出
席
予
定
者

町
長
、
副
町
長
、
教
育
長
及
び
各
関

係
課
長

入
場
要
件

　

町
内
４
会
場
で
開
催
し
ま
す
が
、

開
催
地
区
に
よ
る
入
場
制
限
は
設
け

ま
せ
ん
の
で
、
ど
の
会
場
で
も
入
場

自
由
で
す
。

問
い
合
わ
せ

本
庁
企
画
課
広
報
係

℡（
46
）
３
１
１
３

くらし
募　集

「
紀
北
町
第
２
次
総
合
計
画
策
定

　
　
　
　
　
（
素
案
づ
く
り
）
委
員
会
」
委
員
募
集

施　策
交流会

行
政
報
告
会
を
開
催
し
ま
す

FAX



　

紀
北
町
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
公

募
委
員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

活
動
内
容　

　

紀
北
町
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
は
、

広
く
住
民
の
意
見
を
聞
き
、
町
政
に

反
映
さ
せ
る
た
め
に
設
置
し
た
協
議

会
で
、
ま
ち
づ
く
り
全
般
に
関
す
る

事
項
な
ど
に
つ
い
て
、
町
に
ご
意
見

を
い
た
だ
き
ま
す
。

委
員
の
任
期

委
嘱
の
日
か
ら
２
年
間

会
議
の
開
催

　

会
議
は
、
お
お
む
ね
年
４
回
開
催

し
、
原
則
と
し
て
平
日
の
夜
間
（
午

後
７
時
ご
ろ
か
ら
）
に
開
催
し
ま
す
。

募
集
人
員

５
名
以
内

応
募
資
格

　

紀
北
町
在
住
の
方
。
た
だ
し
、
次

に
該
当
す
る
方
は
除
く
。

○
町
議
会
議
員

○
紀
北
町
役
場
職
員

応
募
方
法

　

所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
応
募
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、

紀
北
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の

考
え
や
応
募
の
動
機
な
ど
を
含
め
、

４
０
０
字
程
度
に
ま
と
め
て
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。

　

応
募
用
紙
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
い
た
だ
く

か
、
本
庁
総
務
課
ま
た
は
海
山
総
合

支
所
総
務
室
で
配
布
し
ま
す
。（
応
募

用
紙
の
郵
送
も
可
能
で
す
）

※

応
募
し
た
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

応
募
期
間

５
月
９
日
（
月
）
〜
20
日
（
金
）

※

当
日
消
印
有
効

提
出
方
法

　

左
記
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

○
郵
送
に
よ
る
提
出

〒
５
１
９

－

３
２
９
２

紀
北
町
東
長
島
７
６
９
番
地
１

紀
北
町
役
場
総
務
課

○
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ
る
提
出

　
（
47
）
５
９
０
７

○
Ｅ
メ
ー
ル
に
よ
る
提
出

soum
u

＠tow
n.m
ie-kihoku.lg.jp

○
直
接
提
出

本
庁
総
務
課
ま
た
は
海
山
総
合
支
所

総
務
室

問
い
合
わ
せ

本
庁
総
務
課
総
務
係

℡（
46
）
３
１
１
１

職
種
及
び
採
用
予
定
人
員

①
生
涯
学
習
施
設
整
備
員　

１
名

②
資
源
回
収
作
業
員　

３
名

③
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
員　

２
名

採
用
年
月
日

①
②　
　

平
成
28
年
７
月
１
日

③
の
み　

平
成
28
年
６
月
１
日

応
募
資
格

①
〜
③　

紀
北
町
内
に
居
住
し
、
心

身
と
も
に
健
全
か
つ
明
る
く
丁
寧
に

対
応
で
き
る
方

①
の
み　

屋
外
作
業
に
従
事
で
き
、

作
業
機
器
の
取
り
扱
い
が
で
き
る
方

①
②　

普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
所

有
（
①
の
み
取
得
見
込
み
可
）
の
方

応
募
期
間

①
②　
　

５
月
２
日（
月
）〜
13
日（
金
）

③
の
み　

５
月
２
日（
月
）〜
16
日（
月
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

試
験
日
時
・
会
場

①
②

５
月
18
日
（
水
）
午
前
９
時
〜

（
紀
北
町
役
場
４
階
第
１
委
員
会
室
）

③
の
み　

５
月
20
日
（
金
）
午
前
９
時
15
分
〜

（
町
民
セ
ン
タ
ー
１
階
小
会
議
室
）

提
出
書
類
（
各
１
通
）

①
②

（
１
）
申
込
書
兼
履
歴
書
（
２
）
普
通

自
動
車
運
転
免
許
証
の
写
し

※

（
１
）
は
本
庁
総
務
課
及
び
海
山
総

合
支
所
総
務
室
で
交
付

③
の
み

（
１
）
申
込
書
兼
履
歴
書
（
２
）
健
康

診
断
書

※

（
１
）（
２
）
は
教
育
委
員
会
本
庁

学
校
教
育
課
及
び
海
山
総
合
支
所
教

育
室
で
交
付
。
健
康
診
断
は
、
指
定

様
式
に
お
い
て
必
ず
受
診
す
る
こ
と

※

勤
務
先
及
び
賃
金
な
ど
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
書
類
提
出
先

【
生
涯
学
習
施
設
整
備
員
・
資
源
回
収

作
業
員
】

本
庁
総
務
課
職
員
係

℡（
46
）
３
１
１
１

【
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
員
】

教
育
委
員
会
本
庁
学
校
教
育
課
学
校

給
食
係

℡（
46
）
３
１
２
４

海
山
総
合
支
所
教
育
室
教
育
係

℡（
32
）
３
９
０
５

紀
北
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

℡（
32
）
１
６
２
５

くらし
募　集

紀
北
町
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
公
募
委
員
募
集

くらし
募　集

紀
北
町
嘱
託
職
員
募
集

募
集FAX
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施　策
調　査

平
成
27
年
度
各
種
表
彰

　
　

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

平
成
27
年
度
各
種
表
彰

　
　

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

平
成
27
年
度
各
種
表
彰

　
　

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

【
叙
勲
】

○
瑞
宝
双
光
章
（
内
閣
総
理
大
臣
）

太
田　

豊
治
（
東
長
島
）

○
旭
日
双
光
章
（
内
閣
総
理
大
臣
）

世
古　

勝
彦
（
東
長
島
）

【
行
政
関
係
】

○
選
挙
関
係
功
労
感
謝
状
（
総
務
大

臣
）

山
口　

剛
信
（
島
勝
浦
）

○
人
権
擁
護
委
員
功
労
感
謝
状
（
法

務
大
臣
）

宮
原　

良
雄
（
長
島
）

【
福
祉
関
係
】

○
社
会
福
祉
功
労
者
厚
生
労
働
大
臣

表
彰
（
厚
生
労
働
大
臣
）

野
呂　

明
美
（
古
里
）

【
保
護
司
関
係
】

○
中
部
地
方
更
生
保
護
委
員
会
委
員

長
表
彰
（
中
部
地
方
更
生
保
護
委
員

会
委
員
長
）

尾
上　

壽
一
（
相
賀
）

○
三
重
県
保
護
司
会
連
合
会
会
長
表

彰
（
三
重
県
保
護
司
会
連
合
会
会
長
）

東　
　

政
雄
（
長
島
）

○
津
保
護
観
察
所
長
表
彰
（
津
保
護

観
察
所
長
）

松
井　

尚
子
（
相
賀
）

浅
岡
万
利
子
（
長
島
）

【
防
災
・
交
通
安
全
関
係
】

○
三
重
県
交
通
安
全
功
労
者
表
彰
（
三

重
県
知
事
）

岡
本　

哲
男
（
上
里
）

○（
公
社
）
三
重
県
防
犯
協
会
連
合
会

会
長
表
彰
（
三
重
県
防
犯
協
会
連
合

会
会
長
）

林　
　

宏
城
（
島
原
）

【
消
防
団
関
係
】

○
精
績
章
（
日
本
消
防
協
会
）

世
古　

昌
英
（
白
浦
）

○
消
防
功
績
章
（
三
重
県
知
事
）

柴
田　

剛
志
（
船
津
）

奥
田　

崇
雄
（
東
長
島
）

○
消
防
精
勤
章
（
三
重
県
知
事
）

谷　
　

水
穂
（
島
原
）

中
村　

文
俊
（
島
勝
浦
）

南
部　
　

淳
（
長
島
）

中
村　

克
宏
（
島
勝
浦
）

 【
商
工
観
光
関
係
】

○
ふ
る
さ
と
イ
ベ
ン
ト
大
賞
優
秀
賞

（
一
般
財
団
法
人
地
域
活
性
化
セ
ン

タ
ー
会
長
）

紀
北
町
燈
籠
祭
実
行
委
員
会

【
ス
ポ
ー
ツ
関
係
】

○
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
勤
続
30
年
表

彰
（
公
益
社
団
法
人
全
国
ス
ポ
ー
ツ

推
進
委
員
連
合
）

中
野　

秀
典
（
東
長
島
）

○
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
勤
続
20
年
表

彰
（
東
海
四
県
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

連
絡
協
議
会
）

稲
葉　

智
恵
（
東
長
島
）

○
地
域
ス
ポ
ー
ツ
推
進
功
労
者
表
彰

（
三
重
県
知
事
）

浅
川　
　

研
（
上
里
）

馬
瀬　

元
男
（
東
長
島
）

○
地
域
ス
ポ
ー
ツ
推
進
優
良
団
体
表

彰
（
三
重
県
知
事
）

海
山
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ

紀
北
町
陸
上
競
技
協
会

○
紀
北
町
ス
ポ
ー
ツ
優
秀
賞
（
個
人
）

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

水
谷　

愛
琉
（
相
賀
小
学
校
６
年
）

植
田　

七
菜
（
三
浦
小
学
校
６
年
）

弓
道

奥
野　
　

瞬
（
尾
鷲
高
等
学
校
２
年
）

空
手

牧
野　

郁
冶
（
潮
南
中
学
校
２
年
）

○
紀
北
町
ス
ポ
ー
ツ
賞

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

大
谷　

玲
奈
（
四
日
市
商
業
高
等
学

校
３
年
）

陸
上

直
江　

航
平
（
宇
治
山
田
商
業
高
等

学
校
３
年
）

九
嶋　

大
雅
（
紀
北
中
学
校
３
年
）

東　
　

海
斗
（
紀
北
中
学
校
３
年
）

硬
式
野
球

奥
村　

槙
斗
（
鈴
鹿
工
業
高
等
専
門

学
校
５
年
）

サ
ッ
カ
ー

高
田　

莉
緒
（
三
重
高
等
学
校
２
年
）

空
手

梅
本　

遥
菜
（
潮
南
中
学
校
１
年
）

川
上
静
里
嘉
（
船
津
小
学
校
５
年
）

大
岩　

萌
香
（
相
賀
小
学
校
３
年
）

川
上
穂
乃
嘉
（
船
津
小
学
校
２
年
）

大
岩　
　

蘭
（
相
賀
小
学
校
１
年
）

水
泳

小
川　

玲
雄
（
潮
南
中
学
校
３
年
）

奥
村　

海
斗
（
潮
南
中
学
校
３
年
）

岩
見
き
ら
り
（
潮
南
中
学
校
３
年
）

平
野　

有
美
（
潮
南
中
学
校
３
年
）

池
田　

沙
羅
（
潮
南
中
学
校
３
年
）

竹
田　

匡
太
（
潮
南
中
学
校
２
年
）

関
口　

凌
聖
（
潮
南
中
学
校
２
年
）

直
江　

篤
樹
（
潮
南
中
学
校
２
年
）

岩
見
ま
り
ん
（
潮
南
中
学
校
２
年
）

竹
本　

早
希
（
潮
南
中
学
校
２
年
）

廣
下　

菜
月
（
潮
南
中
学
校
１
年
）

奥
村　

公
陽
（
潮
南
中
学
校
１
年
）

加
藤　

朝
貴
（
潮
南
中
学
校
１
年
）

芝
原　

綾
乃
（
潮
南
中
学
校
１
年
）

椿　

萌
々
香
（
潮
南
中
学
校
１
年
）

弓
道

奥
田　
　

翔
（
尾
鷲
高
等
学
校
３
年
）

堀
内　

太
郎
（
尾
鷲
高
等
学
校
２
年
）

玉
津　

由
梨
（
尾
鷲
高
等
学
校
２
年
）

○
紀
北
町
ス
ポ
ー
ツ
賞
（
団
体
）

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

海
山
ク
ラ
ブ

水
泳

潮
南
中
学
校
男
子
水
泳
部

潮
南
中
学
校
女
子
水
泳
部

（
敬
称
略
・
平
成
27
年
度
所
属
）

くらし
表　彰



　

町
で
は
、
今
年
度
か
ら
地
震
対
策

の
一
つ
と
し
て
、
地
震
に
よ
る
住
宅

の
倒
壊
か
ら
命
を
守
る
た
め
、
高
齢

者
世
帯
な
ど
を
対
象
に
、
住
宅
の
１

階
に
町
が
対
象
と
す
る
耐
震
シ
ェ
ル

タ
ー
な
ど
を
設
置
す
る
費
用
の
一
部

の
助
成
を
始
め
ま
す
。

　

な
お
、
町
が
助
成
対
象
と
す
る
耐

震
シ
ェ
ル
タ
ー
な
ど
に
は
条
件
が
あ

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
と
は

　

住
宅
内
の
一
部
に
木
材
や
鉄
骨
で

強
固
な
箱
型
の
空
間
（
シ
ェ
ル
タ
ー
）

を
作
り
、
室
内
の
安
全
を
確
保
す
る

も
の
で
す
。

　

ま
た
、
金
属
製
の
フ
レ
ー
ム
な
ど

で
ベ
ッ
ド
の
上
部
を
覆
い
、
ベ
ッ
ド

内
の
人
を
保
護
し
安
全
な
ど
を
確
保

す
る
防
災
ベ
ッ
ド
も
あ
り
ま
す
。

補
助
の
概
要

補
助
の
対
象
と
な
る
住
宅

　

次
の
項
目
全
て
に
該
当
す
る
住
宅
。

○
町
内
の
住
宅
で
昭
和
56
年
５
月
31

日
以
前
に
完
成
（
着
工
を
含
む
）
し

た
木
造
住
宅

○
階
数
が
２
階
以
下
の
住
宅

○
紀
北
町
な
ど
が
実
施
す
る
木
造
住

宅
の
耐
震
診
断
の
結
果
、
評
点
０
・

７
未
満
と
診
断
さ
れ
た
住
宅

○
紀
北
町
木
造
住
宅
耐
震
補
強
事
業

費
補
助
金
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い

住
宅

補
助
の
対
象
と
な
る
方

　

町
内
に
住
所
が
あ
り
、
補
助
対
象

住
宅
に
居
住
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
方
。

①
65
歳
以
上
の
み
の
世
帯

②
次
の
い
ず
れ
か
の
手
帳
の
交
付
ま

た
は
認
定
を
受
け
た
方
と
同
居
し
て

い
る
世
帯

○
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
〜
３
級

○
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級

○
要
介
護
度
３
〜
５

○
療
育
手
帳
Ａ

補
助
金
額

町
が
対
象
と
す
る
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー

な
ど
の
設
置
に
必
要
な
費
用
の
３
分

の
２
の
額
（
上
限
25
万
円
。
た
だ
し
、

三
重
県
型
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
は
40
万

円
）

申
請
方
法

　

本
庁
危
機
管
理
課
ま
た
は
海
山
総

合
支
所
総
務
室
で
交
付
す
る
申
請
書

に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※

工
事
着
手
（
設
計
含
む
）・
購
入
す

る
ま
で
に
必
ず
申
請
を
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

※

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
助
成

を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

本
庁
危
機
管
理
課
防
災
対
策
係

℡（
46
）
３
１
１
４

海
山
総
合
支
所
総
務
室
総
務
・
防
災
対

策
係

℡（
32
）
３
９
０
１

くらし
防　災

耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
設
置
に
要
す
る
費
用

の
一
部
を
助
成
し
ま
す

耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
設
置
に
要
す
る
費
用

の
一
部
を
助
成
し
ま
す

耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
設
置
に
要
す
る
費
用

の
一
部
を
助
成
し
ま
す

　広報きほく5月号と併せて配布された「紀北町津波ハザードマップ」には、過去に
発生した記録は残っていないものの、理論上は起こり得る最大クラスの地震による津
波を想定し、予測される津波の浸水深図や避難行動がとれなくなる一つの目安となる
津波浸水深 30cmの到達予測時間図とともに津波緊急避難場所などを掲載しています。
　このマップで津波から逃げることを考え、避難場所を確認するなど、起こり得る津
波災害に備えて、ぜひお役立てください。
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Town Information

広報きほく

■広告掲載料 
1回　10,000円

（1枠あたり、消費税込み）

有料広告募集中

■問い合わせ
　本庁企画課広報係
　℡46-3113

詳しくは紀北町ホームページ
（http: //www.town.mie-kihoku.
 lg. jp/hpdata/etc/advertise/）
をご覧ください。

■広告掲載料 
3ヵ月　9,000円

（1枠あたり、消費税込み）

紀北町
ホーム
ページ

紀北町津波ハザードマップをご活用ください
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紀
北
町
国
民
健
康
保
険
で
は
、
保

健
事
業
の
一
環
と
し
て
疾
病
の
早
期

発
見
・
早
期
治
療
・
重
症
化
の
防
止

を
目
的
に
脳
ド
ッ
ク
検
診
を
実
施
し

ま
す
。
受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
次

の
要
領
に
よ
り
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

　

脳
ド
ッ
ク
検
診
は
、「
認
知
症
」
の

原
因
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
「
脳
動

脈
硬
化
」
や
自
覚
症
状
の
な
い
「
脳

梗
塞
」の
発
見
、ま
た「
脳
卒
中
」や「
く

も
膜
下
出
血
」
の
予
防
に
つ
な
が
り

ま
す
。「
認
知
症
」
は
早
期
治
療
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
程
度
を
軽
く
し
た

り
、
進
行
を
遅
く
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

対
象

　

紀
北
町
国
民
健
康
保
険
加
入
者
で

次
の
全
て
の
項
目
に
該
当
す
る
方
。

①
35
歳
以
上
75
歳
未
満
の
方
（
平
成

28
年
11
月
１
日
現
在
）

②
国
民
健
康
保
険
加
入
期
間
が
１
年

以
上
の
方

③
過
年
度
分
保
険
料
に
滞
納
が
な
い

世
帯
の
方

④
平
成
26
、
27
年
度
に
受
診
さ
れ
て

い
な
い
方

※

体
内
に
電
子
電
気
部
品
を
装
着
さ

れ
て
い
る
方
や
安
全
の
確
認
が
で
き

な
い
体
内
金
属
が
あ
る
方
、
妊
娠
中

ま
た
は
妊
娠
の
可
能
性
が
あ
る
方
は

受
診
で
き
ま
せ
ん
。

定
員

１
０
０
名

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
過
去
の

受
診
回
数
の
少
な
い
方
を
優
先
し
た

う
え
で
抽
選
と
な
り
ま
す
。
結
果
は

５
月
下
旬
に
通
知
し
ま
す
。

応
募
方
法

　

下
記
の
記
入
例
を
参
考
に
官
製
は

が
き
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

※

は
が
き
は
１
人
１
枚
の
み
有
効
で

す
。

応
募
期
限

５
月
20
日
（
金
）
必
着

受
診
期
間
（
予
定
）

７
月
１
日
（
金
）
〜
10
月
28
日
（
金
）

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

※

７
月
か
ら
10
月
ま
で
の
い
ず
れ
か

を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。（
ご
希
望
に

そ
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
）

検
査
内
容

○
Ｍ
Ｒ
Ｉ（
頭
部
の
断
面
図
）

○
Ｍ
Ｒ
Ａ（
頭
部
と
頸
部
の
血
液
の
流

れ
）

検
査
機
関

尾
鷲
総
合
病
院
健
診
セ
ン
タ
ー

自
己
負
担
金

７
，
０
３
２
円

（
費
用
額
２
３
，
４
４
０
円×

30
％
）

問
い
合
わ
せ

本
庁
住
民
課
国
保
・
年
金
係

℡（
46
）
３
１
１
７

　
「
一
億
総
活
躍
社
会
」
の
実
現
に
向

け
、
賃
金
引
き
上
げ
の
恩
恵
が
及
び

に
く
い
高
齢
者
を
支
援
し
、
平
成
28

年
前
半
の
個
人
消
費
を
支
え
る
よ
う
、

「
高
齢
者
向
け
給
付
金
（
年
金
生
活
者

等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
）」
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

高
齢
者
向
け
給
付
金
の
概
要

対
象

　

左
記
の
平
成
27
年
度
臨
時
福
祉
給

付
金
の
支
給
対
象
者
の
う
ち
、
平
成

28
年
度
中
に
65
歳
以
上
に
な
る
方
（
昭

和
27
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た

方
）。

○
平
成
27
年
１
月
１
日
に
紀
北
町
の

住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る

方
及
び
平
成
27
年
度
町
県
民
税
（
均

等
割
）
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
方

※

課
税
さ
れ
て
い
る
方
の
扶
養
親
族

（
生
活
の
面
倒
を
見
て
も
ら
っ
て
い

る
）、
ま
た
は
生
活
保
護
を
受
給
さ
れ

て
い
る
方
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

支
給
額

１
人
に
つ
き
３
万
円

手
続
き
・
申
請
方
法

　

５
月
上
旬
に
対
象
と
見
込
ま
れ
る

方
に
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
。

　

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

必
要
書
類
を
添
付
の
う
え
同
封
の
返

信
用
封
筒
で
郵
送
す
る
か
、
役
場
窓

口
に
直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※

受
け
付
け
後
、
対
象
と
な
る
か
を

審
査
し
受
給
資
格
の
有
無
を
通
知
し

ま
す
。

受
付
期
間

５
月
９
日
（
月
）
〜
７
月
29
日
（
金
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
）

支
給
時
期

　

６
月
下
旬
よ
り
順
次
、
支
給
対
象

者
に
口
座
振
込
し
ま
す
。

※

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

受
付
窓
口

本
庁
１
階
１
０
１
会
議
室
（
福
祉
保

健
課
横
）

海
山
総
合
支
所
１
階
会
議
室
（
福
祉

環
境
室
前
）

問
い
合
わ
せ

給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

℡（
46
）
３
１
２
６

くらし
健　康

脳
ド
ッ
ク
検
診
の
実
施
に
つ
い
て

施　策
福　祉

高
齢
者
向
け
給
付
金
（
年
金
生
活
者
等

支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
）

〒519-3292

紀北町
東長島769番地1

紀北町役場住民課
国保・年金係　行

① 脳ドック希望
② 受診希望月（○月）
③ 住所
④ 氏名
⑤ 性別
⑥ 生年月日
⑦ 電話番号
⑧ 国保被保険者証記号番号
⑨ 尾鷲総合病院診察券番号

（
お
も
て
）

（
う
ら
）

※⑨現在診察券をお持ちの方のみ記入
※②受診希望月は 7月から 10 月までのいずれか

応
募
は
が
き
記
入
例

応
募
は
が
き
記
入
例

け
い



　

平
成
28
年
度
の
経
営
所
得
安
定
対

策
を
前
年
と
同
様
に
実
施
し
ま
す
。

　

経
営
所
得
安
定
対
策
で
は
、
諸
外

国
と
の
条
件
格
差
に
よ
る
不
利
を
補

正
す
る
ゲ
タ
対
策
と
農
業
経
営
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
対
策
で
あ
る
ナ

ラ
シ
対
策
、
食
料
自
給
率
向
上
の
た

め
、
水
田
を
フ
ル
活
用
す
る
水
田
活

用
の
直
接
支
払
交
付
金
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

加
入
希
望
の
方
は
、
交
付
要
件
な

ど
を
確
認
し
て
、
期
日
ま
で
に
申
請

を
お
願
い
し
ま
す
。

申
請
に
つ
い
て

　

昨
年
度
申
請
さ
れ
て
い
る
方
に
は

「
紀
北
町
地
域
農
業
再
生
協
議
会
」
か

ら
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
（
５
月
予

定
）。
新
規
の
方
は
下
記
受
付
窓
口
に

て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
東
紀
州
農
業
共
済
の
営
農

計
画
書
（
細
目
書
）
を
確
認
書
類
と

し
て
使
用
し
ま
す
の
で
、
共
済
へ
の

提
出
の
際
に
は
面
積
、
品
目
名
、
水

稲
以
外
に
つ
い
て
は
販
売
用
・
自
家

用
な
ど
を
正
確
に
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。

申
請
期
限　

６
月
30
日
（
木
）

■
各
交
付
金
の
概
要

水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金

戦
略
作
戦
助
成

麦
、
大
豆
、
飼
料
作
物

３
５
，
０
０
０
円
／
10
ア
ー
ル

Ｗ
Ｃ
Ｓ
用
稲

８
０
，
０
０
０
円
／
10
ア
ー
ル

加
工
用
米

２
０
，
０
０
０
円
／
10
ア
ー
ル

飼
料
用
米
、
米
粉
用
米

５
５
，
０
０
０
円

　

〜
１
０
５
，
０
０
０
円
／
10
ア
ー
ル

※

単
価
は
収
量
に
応
じ
ま
す
。

二
毛
作
助
成

１
５
，
０
０
０
円
／
10
ア
ー
ル

耕
蓄
連
携
助
成

１
３
，
０
０
０
円
／
10
ア
ー
ル

産
地
交
付
金

地
域
が
策
定
す
る
「
水
田
フ
ル
活
用

ビ
ジ
ョ
ン
」
に
基
づ
く
、①
水
田
に
お

け
る
麦
・
大
豆
な
ど
の
生
産
性
向
上

な
ど
の
取
り
組
み
、②
地
域
振
興
作
物

や
備
蓄
米
の
生
産
の
取
り
組
み
な
ど

を
支
援

※

そ
れ
ぞ
れ
販
売
農
家
、
集
落
営
農

が
対
象
で
す
。

畑
作
物
の
直
接
支
払
交
付
金
（
ゲ
タ

対
策
）

麦
、
大
豆
、
そ
ば
、
な
た
ね

※

認
定
農
業
者
、
集
落
営
農
、
認
定

新
規
就
農
者
が
対
象
で
す
。

米
・
畑
作
物
の
収
入
減
少
影
響
緩
和

対
策
（
ナ
ラ
シ
対
策
）

米
、
麦
、
大
豆
を
対
象
に
、
収
入
額

の
合
計
が
標
準
的
収
入
額
を
下
回
っ

た
場
合
に
、
減
収
額
の
９
割
を
補
て

ん
（
対
策
加
入
者
と
国
が
１
対
３
の

割
合
で
拠
出
）

※

認
定
農
業
者
、
集
落
営
農
、
認
定

新
規
就
農
者
が
対
象
で
す
。

米
の
直
接
支
払
交
付
金

７
，
５
０
０
円
／
10
ア
ー
ル

※

米
の
生
産
数
量
目
標
に
従
っ
て
生

産
・
販
売
し
た
農
業
者
が
対
象
で
す
。

問
い
合
わ
せ   

東
海
農
政
局
津
地
域
セ
ン
タ
ー
農
政

推
進
グ
ル
ー
プ

℡
０
１
２
０
（
38
）
３
７
８
６　
　

本
庁
農
林
水
産
課
農
政
係

℡（
46
）
３
１
１
６

　

お
子
さ
ま
が
お
座
り
を
し
な
い
、

歩
か
な
い
、
歩
き
方
が
お
か
し
い
な

ど
、
運
動
発
達
で
気
に
な
る
と
こ
ろ

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

左
記
の
日
程
で
専
門
の
医
師
に
よ

る
診
察
と
理
学
療
法
士
な
ど
に
よ
る

訓
練
が
無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す
。
こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
程

６
月
14
日
（
火
）

９
月
６
日
（
火
）

11
月
１
日
（
火
）

平
成
29
年
２
月
７
日
（
火
）

時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所　

尾
鷲
市
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

費
用　

無
料

※

申
し
込
み
は
相
談
日
の
10
日
前
ま

で
に
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

本
庁
福
祉
保
健
課
地
域
保
健
係

℡（
46
）
３
１
２
２

施　策
農　業

平成 28 年度紀北町農作業統一賃金基準額

【問い合わせ】　紀北町農業委員会事務局（本庁農林水産課内）　℡46-3116

１反あたり（機械作業）１日あたり（手作業） その他

作
業
内
容

基
準
金
額

重作業賃金 軽作業賃金

10,000 円 6,000 円 24,000 円 8,000 円 8,000 円 8,000 円 20,000 円 26,000 円 702 円
（税込み） 400 円

トラクターで
の 3回耕起

トラクターで
の 1回耕起

田植機によ
る植え付け

バインダー
での刈り取り

コンバイン
での刈り取り
（脱穀まで）

コンバイン
での刈り取り
（乾燥まで）

育苗
（1箱あたり）

乾燥
（コンバイン
用 1袋）

14

Town Information

くらし
相　談

乳
幼
児
発
達
相
談

（
療
育
相
談
）

農
業
の
経
営
所
得
安
定
対
策
の
申
請
に
つ
い
て

農
業
の
経
営
所
得
安
定
対
策
の
申
請
に
つ
い
て

農
業
の
経
営
所
得
安
定
対
策
の
申
請
に
つ
い
て
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Town Information

　

町
営
住
宅
の
入
居
希
望
者
を
募
集

し
ま
す
。
応
募
基
準
な
ど
は
次
の
と

お
り
で
す
。

入
居
指
定
日
（
予
定
）

７
月
15
日
（
金
）

応
募
期
間

５
月
２
日
（
月
）
〜
16
日
（
月
）

※

応
募
者
が
募
集
戸
数
に
満
た
な
い

場
合
は
、
随
時
募
集
と
し
ま
す
。

応
募
基
準

①
平
成
28
年
４
月
27
日
時
点
で
、
紀

北
町
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
場
所
を

有
す
る
方

②
同
居
し
て
い
る
親
族
、
ま
た
は
同

　

居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
あ
る
方

※

申
し
込
み
時
点
で
60
歳
以
上
の
方

ま
た
は
身
体
障
が
い
者
そ
の
他
の
特

に
居
住
の
安
定
を
図
る
必
要
が
あ
る

方
は
単
身
入
居
可
能

③
基
準
収
入
月
額
１
５
８
，
０
０
０ 

円
以
下
（
裁
量
階
層
に
該
当
す
る
場

合
２
１
４
，
０
０
０ 

円
以
下
）

※

基
準
収
入
月
額
と
は
、
入
居
者
及

び
同
居
者
の
過
去
１
年
間
の
所
得
か

ら
対
象
と
な
る
控
除
額
を
差
し
引
き
、

12
で
除
し
た
額
を
い
い
ま
す
。

④
町（
市
・
村
）
税
・
国
民
健
康
保
険

料
（
税
）・
水
道
料
な
ど
を
滞
納
し
て

い
な
い
方
及
び
持
ち
家
が
な
い
方

⑤
入
居
申
込
者
（
同
居
者
含
む
）
が

暴
力
団
員
で
あ
る
と
き
は
申
し
込
み

で
き
ま
せ
ん
。

※

申
し
込
み
多
数
の
と
き
は
選
考
に

な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

本
庁
建
設
課
管
理
係

℡（
46
）
３
１
２
０

海
山
総
合
支
所
産
業
建
設
室
土
木
係

℡（
32
）
３
９
０
３

　

総
務
省
と
経
済
産
業
省
で
は
、
平

成
28
年
６
月
１
日
現
在
で
、「
平
成
28

年
経
済
セ
ン
サ
ス‐

活
動
調
査
」
を

実
施
し
ま
す
。

　

皆
様
の
調
査
へ
の
ご
理
解
・
ご
回

答
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
28
年
経
済
セ
ン
サ
ス-

活
動
調
査

と
は

　

こ
の
調
査
は
、
平
成
26
年
に
実
施

し
た
「
経
済
セ
ン
サ
ス‐

基
礎
調
査
」

や
平
成
27
年
に
実
施
し
た
「
企
業
構

造
の
事
前
確
認
」
に
よ
っ
て
得
ら
れ

た
事
業
所
や
企
業
の
情
報
を
活
用
し

て
、
売
上
高
や
経
理
項
目
の
把
握
に

重
点
を
置
い
て
実
施
し
ま
す
。
全
国

の
全
て
の
事
業
所
及
び
企
業
が
対
象

に
な
り
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
回
答
が
可
能

に
な
り
ま
す

　

調
査
票
な
ど
の
調
査
に
必
要
な
資

料
は
都
道
府
県
知
事
が
任
命
し
た
調

査
員
が
５
月
下
旬
か
ら
順
次
、
各
事

業
所
に
お
伺
い
し
て
配
布
す
る
か
、

国
か
ら
直
接
郵
送
し
ま
す
。

　

回
答
方
法
に
つ
い
て
は
、
紙
の
調

査
票
に
よ
る
他
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　
で
の
回
答
も
可
能
で
す
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
は
24
時
間
い
つ
で
も
回
答

可
能
で
非
常
に
便
利
で
す
。
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

身
近
な
諸
政
策
に
も
活
用
さ
れ
る
調

査
で
す

　

調
査
の
結
果
は
、
国
及
び
地
方
公

共
団
体
に
お
け
る
行
政
施
策
の
立
案

や
、
小
・
中
学
校
の
社
会
科
の
副
読

本
の
参
考
資
料
な
ど
の
教
育
分
野
に

お
け
る
利
用
、
さ
ら
に
は
、
新
規
店

舗
の
出
店
計
画
の
た
め
の
基
礎
資
料

な
ど
の
民
間
に
お
け
る
利
用
な
ど
、

社
会
経
済
全
体
は
も
と
よ
り
、
身
近

な
諸
施
策
に
も
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
調
査
結
果
は
、
社
会

経
済
の
発
展
を
支
え
る
基
礎
資
料
と

し
て
広
く
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

本
庁
企
画
課
企
画
係

℡（
46
）
３
１
１
３

くらし
募　集

町
営
住
宅
入
居
希
望
者
募
集

施　策
調　査

平
成
28
年
経
済
セ
ン
サ
ス-

活
動
調
査

を
実
施
し
ま
す

有
料
広
告
掲
載
欄

有
料
広
告
掲
載
欄

※収入によって家賃が変わります。
※上記の他にも随時募集している町営住宅があり
ますので、間取りなど詳しくはお問い合わせく
ださい。

募集棟 間取り 家賃（月額）

21,000 円
～ 31,300 円

3DK（和 2・洋 1・
台所・浴室・洗面・

トイレ）

前桂団地（3年）
（船津）
311 号（2階）



　

４
月
１
日
か
ら
の
役
場
の
職
員
配

置
と
新
規
採
用
職
員
を
ご
紹
介
し
ま

す
。
本
庁
16
課
41
係
、
海
山
総
合
支

所
６
室
10
係
で
、
行
政
職
員
１
６
２

名
、
現
業
職
員
41
名
、
嘱
託
職
員
・

臨
時
職
員
１
７
８
名
で
業
務
を
行
い

ま
す
。

本
庁
舎
職
員
配
置

○
議
会
事
務
局
（
３
名
）

脇
俊
明
（
事
務
局
長
）
奥
村
能
行
（
総

務
担
当
主
幹
）▽
総
務
係
：
奥
川
賀
夫

（
係
長
）

○
総
務
課
（
11
名
）

濵
田
多
実
博
（
課
長
）
宮
地
浩
（
副

参
事
・
広
域
連
合
事
務
局
長
）
上
野

隆
志
（
課
長
補
佐
）
家
倉
義
光
（
総

務
担
当
主
幹
）▽
総
務
係
：
奥
川
由
紀

子
（
係
長
）
宮
原
達
也
（
主
査
）▽
職

員
係
：
森
本
太
郎
（
係
長
）
井
谷
文

香
（
主
事
）▽
文
書
係
：
岡
村
賢
二
（
係

長
）▽
課
付
：
濵
田
耕
一
郎
・
家
倉
尚

子○
財
政
課
（
６
名
）

上
野
和
彦
（
課
長
）
長
井
裕
悟
（
財

政
担
当
課
長
補
佐
）
井
土
誠
（
管
財

契
約
担
当
課
長
補
佐
）
直
江
和
哉
（
財

政
担
当
主
幹
兼
係
長
）▽
財
政
係
：
野

間
宏
哉
（
主
任
）▽
管
財
契
約
係
：
山

口
文
明
（
係
長
）

○
危
機
管
理
課（
５
名
・
派
遣
１
名
）

水
谷
法
夫
（
課
長
）
近
藤
大
志
（
課

長
補
佐
兼
防
犯
・
交
通
安
全
対
策
係

長
）▽
防
災
対
策
係
：
長
井
亮
介
（
係

長
）
吉
良
晃
志
（
主
任
：
消
防
か
ら

派
遣
）
濵
口
智
之
（
主
事
）▽
防
犯
・

交
通
安
全
対
策
係
：
中
子
尚
（
主
事
）

○
企
画
課
（
９
名
）

中
場
幹
（
課
長
）
塩
﨑
清
人
（
課
長

補
佐
）▽
企
画
係
：
喜
多
敦
（
係
長
）

井
谷
雅
（
主
任
）
植
村
和
将
（
主
任
）

▽
広
報
係
：
武
村
多
恵
（
係
長
）
井

上
貴
義
（
主
任
）▽
東
紀
州
地
域
振
興

公
社
（
駐
在
）：
中
野
克
哉
（
主
事
）

中
野
勇
太
（
主
事
）

○
税
務
課
（
９
名
）

中
村
吉
伸
（
課
長
）
垣
内
洋
人
（
課

税
担
当
主
幹
兼
係
長
）
東
雅
人
（
徴

収
担
当
主
幹
兼
係
長
）▽
課
税
係
：
林

拓
郎
（
主
任
）
武
村
文
明
（
主
事
）

田
宮
瑛
莉
（
主
事
）▽
徴
収
係
：
中
村

怜
支
（
主
事
）
西
村
京
祐
（
主
事
）▽

三
重
地
方
税
管
理
回
収
機
構
（
派
遣
）：

長
井
一
晃
（
主
事
）

○
住
民
課
（
10
名
）

上
ノ
坊
健
二
（
課
長
）
世
古
基
樹
（
国

保
・
年
金
担
当
課
長
補
佐
）
濵
田
ま

み
（
住
民
担
当
主
幹
兼
係
長
）▽
住
民

係
：
東
有
加（
主
査
）石
倉
聡
子（
主
事
）

東
悠
史
（
主
事
）▽
国
保
・
年
金
係
：

藤
原
純
一
（
係
長
）
源
口
晴
子
（
主
任
）

柳
田
康
裕
（
主
任
）
星
野
果
鈴
（
主
事
）

○
環
境
管
理
課
（
29
名
）

玉
本
真
也
（
課
長
）
上
野
弘
明
（
施

設
担
当
副
参
事
兼
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
担
当
課
長
補
佐
兼
係
長
）
東
孝

明
（
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
担
当
課

長
補
佐
）
岡
野
克
也
（
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
担
当
課
長
補
佐
兼
係
長
）
鶴

田
博
樹
（
廃
棄
物
対
策
担
当
主
幹
兼

係
長
）▽
環
境
管
理
係
：
奥
村
重
仁
（
係

長
）
村
川
琢
磨
（
主
事
）
上
野
義
人
（
現

業
職
）
水
谷
誠
志
（
現
業
職
）▽
廃
棄

物
対
策
係
：
柏
屋
大
樹
（
主
事
）▽
リ

サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
係
：
五
味
康
幸

（
現
業
職
）
福
屋
広
充
（
現
業
職
）
疇

地
昭
広
（
現
業
職
）
龍
鉄
史
（
現
業
職
）

濵
野
和
彦
（
現
業
職
）
内
山
敦
雄
（
現

業
職
）
西
村
美
杉
（
現
業
職
）
東
聡
（
現

業
職
）
別
當
義
久
（
現
業
職
）
大
原

薫
（
現
業
職
）
林
信
宏
（
現
業
職
）

脇
明
也
（
現
業
職
）
井
谷
清
孝
（
現

業
職
）
小
家
邦
彦
（
現
業
職
）▽
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
係
：
川
口
信
一
郎
（
現

業
職
）
塩
崎
成
一
（
現
業
職
）
立
岡

鐘
道
（
現
業
職
）
直
江
憲
尚
（
現
業
職
）

東
繁
之
（
現
業
職
）

○
福
祉
保
健
課
（
31
名
）

堀
秀
俊
（
課
長
）
橋
倉
一
樹
（
赤
羽

寮
長
）
上
野
淑
（
地
域
保
健
担
当
主
幹
）

東
真
美
（
保
育
所
担
当
主
幹
兼
係
長
・

園
長
）
東
典
弘
（
養
護
、
特
別
養
護

担
当
主
幹
兼
養
護
係
長
）▽
地
域
福
祉

係
：
疇
地
啓
太
（
係
長
）
川
村
辰
徳
（
主

事
）
北
村
慎
平
（
主
事
）▽
高
齢
者
・

障
害
者
福
祉
係
：
石
倉
広
紀
（
係
長
）

玉
津
総
司
（
主
事
）▽
地
域
保
健
係
：

長
井
礼
子
（
係
長
）
宮
原
由
佳
利
（
主

査
）
橋
本
真
理
（
主
任
）
五
味
正
治
（
主

任
）
平
岡
佐
智
子
（
主
事
）▽
赤
羽
寮

養
護
係
：
長
井
由
美
子
（
主
査
）
大

西
陽
子
（
主
任
）
倉
本
由
紀
子
（
現

業
職
）
東
臣
紀
（
現
業
職
）
佐
々
木

千
束
（
現
業
職
）▽
赤
羽
寮
特
別
養
護

係
：
本
山
吉
野
（
係
長
）
東
瞳
（
主
任
）

水
口
香
代
子
（
主
任
）
駒
井
広
美
（
主

事
）
西
信
子
（
現
業
職
）
奥
田
充
子
（
現

業
職
）
平
野
有
良
（
現
業
職
）
宮
原

裕
子
（
現
業
職
）
庄
司
光
代
（
現
業
職
）

東
力
也
（
現
業
職
）
石
原
澄
香
（
現

業
職
）

○
農
林
水
産
課
（
10
名
）

武
岡
芳
樹
（
課
長
）
上
村
毅
（
課
長

補
佐
）
高
芝
健
司
（
林
政
担
当
主
幹
）

▽
農
政
係
：
竹
谷
嘉
真
（
係
長
）
上

村
健
一
（
主
任
）
奥
村
悠
磨
（
主
事
）

▽
林
政
係
：
徳
田
臣
生
（
係
長
）
野

澤
貴
則
（
主
事
）▽
水
産
係
：
中
村
仁

郎
（
係
長
）
橋
倉
政
弘
（
主
事
）

○
商
工
観
光
課
（
６
名
）

石
倉
充
能
（
課
長
）▽
商
工
係
：
久
保

有
謙
（
係
長
）
樋
口
貴
弘
（
主
任
）▽

観
光
係
：
中
井
崇（
係
長
）高
須
宏
明（
主

任
）
松
井
務
（
主
任
）

○
建
設
課
（
15
名
）

植
地
俊
文
（
課
長
）
脇
昭
博
（
技
術
担

当
副
参
事
兼
工
務
、
建
築
担
当
課
長
補

佐
兼
建
築
係
長
）
直
江
仁
（
管
理
、
地

籍
調
査
担
当
課
長
補
佐
兼
地
籍
調
査
係

長
）▽
管
理
係
：
寺
浦
圭
（
係
長
）
中

村
大
輔
（
主
事
）
北
村
正
志
（
主
事
）

小
川
敬
吾
（
現
業
職
）▽
地
籍
調
査
係
：

萩
原
光
祐
（
主
事
）▽
工
務
係
：
永
井

豊
樹
（
係
長
）
東
聡
（
主
査
）
和
手
平

吉
（
主
任
）
長
井
進
（
主
事
）
佐
波
大

也
（
主
事
）
出
口
拓
磨
（
主
事
）▽
建

築
係
：
中
村
壮
（
主
任
）

○
出
納
室
（
２
名
）

玉
津
武
幸
（
会
計
管
理
者
兼
出
納
室
長
）

佐
々
木
猛
（
出
納
担
当
主
幹
兼
係
長
） 

○
水
道
課
（
８
名
）

久
保
建
作（
課
長
）中
野
徹（
課
長
補
佐
）

宮
原
優
（
業
務
担
当
主
幹
兼
係
長
）▽

業
務
係
：
野
中
周
（
主
事
）▽
総
務
係
：

山
下
実
宣
（
係
長
）▽
技
術
係
：
奥
村

邦
仁
（
係
長
）
東
靖
之
（
現
業
職
）
尾

﨑
晃
司
（
現
業
職
）

行　政
おしらせ

役
場
の
職
員
配
置
と

　
　
　
　

新
規
採
用
職
員
の
紹
介
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○
学
校
教
育
課
（
11
名
）

宮
本
忠
宜
（
課
長
）
東
光
司
（
学
校
教

育
担
当
課
長
補
佐
・
学
校
指
導
主
事
）

加
藤
澄
子
（
課
長
補
佐
・
紀
伊
長
島
幼

稚
園
長
）
中
野
律
（
学
校
教
育
担
当
主

幹
兼
係
長
）▽
学
校
教
育
係
：
大
西
容

敬
（
主
任
）▽
紀
伊
長
島
幼
稚
園
：
鈴

木
珠
代（
係
長
・
副
園
長
）北
浦
志
保（
主

事
）▽
学
校
給
食
係
：
宮
原
大
輔
（
係
長
）

間
野
夏
奈
子（
主
事
）中
村
修（
現
業
職
）

上
村
淳
（
現
業
職
）

○
生
涯
学
習
課
（
５
名
）

宮
原
俊
也
（
課
長
）▽
社
会
教
育
係
：

中
野
洋
二
（
係
長
）
宮
本
剛
秀
（
主
任
）

▽
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
：
奥
村
京
英
（
係

長
）
植
村
元
紀
（
主
事
）

海
山
総
合
支
所
職
員
配
置

○
総
務
室
（
４
名
）

玉
津
裕
一
（
支
所
長
兼
総
務
室
長
）▽

総
務
・
防
災
対
策
係
：
芝
原
竜
太
（
係

長
）
堀
内
拓
也
（
主
事
）
五
味
祐
汰
（
主

事
）

○
住
民
室
（
６
名
）

尾
上
公
敏
（
副
参
事
兼
室
長
）▽
税
務

係
：
細
川
宏
史
（
係
長
）
海
上
伸
浩
（
主

任
）▽
住
民
係
：
岡
一
女
（
係
長
）▽

国
保
・
年
金
係
：
森
田
耕
司
（
係
長
）

三
鬼
文
香
（
主
査
）

○
福
祉
環
境
室
（
６
名
）

森
岡
純
司
（
室
長
兼
環
境
管
理
係
長
）

▽
環
境
管
理
係
：
橋
本
健
吾
（
主
任
）

▽
福
祉
保
健
係
：
山
口
恒
徳
（
係
長
）

藤
原
ま
ど
か
（
主
査
）
岡
村
真
穂
（
主

査
）
中
井
陽
子
（
主
事
）

○
産
業
建
設
室
（
７
名
）

岩
見
建
志
（
室
長
兼
産
業
振
興
係
長
）

▽
産
業
振
興
係
：
植
村
敏
行
（
主
任
）

民
部
享
（
主
事
）
西
村
正
人
（
現
業
職
）

植
松
登
志
典
（
現
業
職
）▽
土
木
係
：

樋
口
淳
也
（
係
長
）
中
村
勇
太
（
主
事
）

○
水
道
室
（
３
名
）

川
口
和
志
（
室
長
兼
業
務
係
長
）▽
業

務
係
：
民
部
裕
久
（
現
業
職
）
川
端

剛
央
（
現
業
職
）

○
教
育
室
（
７
名
）

直
江
憲
樹
（
室
長
兼
教
育
係
長
）▽
教

育
係
：
濵
田
航
太
（
主
任
）
疇
地
将

徳
（
主
事
）▽
海
山
公
民
館
：
鳥
飼
俊

治
（
現
業
職
）▽
ふ
な
つ
幼
稚
園
：
田

島
志
保
（
係
長
・
副
園
長
）
橋
本
あ

よ
り
（
主
査
）
西
村
佳
奈
（
主
事
）

いです。

い　ひろみ

老人ホーム赤羽寮    駒井   広美

いです。

い　ひろみ
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ひがし　

るような職場作りに貢献します。

ひがし　りきや

住民課　　東　悠史

一日でも早く町民の皆様のお役に
立てるようにがんばります。

ひがし　ゆうし

住民課　　東　悠史

一日でも早く町民の皆様のお役に
立てるようにがんばります。

ひがし　ゆうし

建設課　北村　正志

町民の皆様のお役に立てるよう、
一歩一歩成長して参ります。

きたむら 　 まさし

建設課　北村　正志

町民の皆様のお役に立てるよう、
一歩一歩成長して参ります。

きたむら 　 まさし

危機管理課　中子　尚

町民の皆様に少しでも頼ってい
ただけるよう一生懸命がんばり
ます。

なかこ 　 しょう

危機管理課　中子　尚

町民の皆様に少しでも頼ってい
ただけるよう一生懸命がんばり
ます。

なかこ 　 しょう

産業建設室　中村　勇太

紀北町の更なる発展のため全力で
業務に励みますのでよろしくお願
いします。

なかむら 　 ゆうた

産業建設室　中村　勇太

紀北町の更なる発展のため全力で
業務に励みますのでよろしくお願
いします。

なかむら 　 ゆうた

住民課　星野　果鈴

住民の皆様に安心、信頼していた

ほしの 　 かりん

住民課　星野　果鈴

住民の皆様に安心、信頼していた
だけるよう一生懸命努めます。

ほしの 　 かりん

努めます。努めます。

老人ホーム赤羽寮    駒老人ホーム赤羽寮    駒

す。す。

りきやりきや

▽
税
務

浩
（
主

長
）▽

係
長
）

平成 28年度は 7名の

職員を採用しました



「健康ウォーキングの日」です！
毎月第３日曜日は

奥川　雅子　様　　伊藤　正義　様　　鈴木　勝正　様　　八原　康好　様
玉津　正人　様　　中村　節子　様　　大久保孝子　様　　山口　敬子　様
東　　賀代　様　　松葉　厚子　様　　長井惠美子　様　　井上佐惠子　様
宮原　　守　様　　大谷　　満　様

（平成 28 年 3月 31 日現在　順不同）

　家庭から排出される可燃ごみの総重量の約 4割は生ごみです。水分を多く含む生ごみの処理には、大量の化石燃料を

消費するため、生ごみの減量化と資源化は大きな課題です。

　町では、生ごみの減量化と資源化を推進するため、「生ごみ処理機」を購入された方に助成金を交付します。

  対象

①町内に住所を有し、現に居住している方（事業所を除く）

②紀北町内に生ごみ処理機を設置される方

③生ごみを自らの家庭において減量化または資源化する

　方

  区分及び助成金額

○生ごみ処理容器（コンポスト）

　購入価格の 2 分の 1 で上限 10,000 円【総額】（1 世帯

につき 2基まで）

○電動生ごみ処理機

　購入価格の 2 分の 1 で上限 30,000 円（1世帯につき1

基まで）

※助成金交付後 5年以内は同じ区分で申請できません。

※予算の範囲内で申し込み順になります。

  申請に必要なもの

○交付申請書兼実績報告書

○領収証の原本（品名、氏名が明記されているもの）

○交付請求書

○振込先の預金通帳

○印鑑

今月のおすすめコース　「赤羽公園周回コース+大昌寺（約3.6km）」今月のおすすめコース　「赤羽公園周回コース+大昌寺（約3.6km）」今月のおすすめコース　「赤羽公園周回コース+大昌寺（約3.6km）」

生ごみ処理機購入費助成金のご案内

問い合わせ　本庁福祉保健課地域保健係　℡46-3122

問い合わせ
本庁環境管理課廃棄物対策係　　　　℡46-3121
海山総合支所福祉環境室環境管理係　℡32-3904

奥川
津

30 万歩達成おめでとう !!

毎日コツコツ!!ウォーキング手帳毎日コツコツ!!ウォーキング手帳

　緑の山々に囲まれた自然豊かなコースと、大昌寺境内にある不

動堂の天井にはめこまれた極彩色の絵馬を眺めながら、こころも

体もリフレッシュしませんか。

　　　　　5月 15 日（日） 午前 10 時～　※ 雨天中止

　　　　　赤羽公園駐車場

※以降は 9月、12 月、3月に開催予定です。

　緑の山々に囲まれた自然豊かなコースと、大昌寺境内にある不

動堂の天井にはめこまれた極彩色の絵馬を眺めながら、こころも

体もリフレッシュしませんか。

　　　　　5月 15 日（日） 午前 10 時～　※ 雨天中止

　　　　　赤羽公園駐車場

※以降は 9月、12 月、3月に開催予定です。

開催日時
集合場所
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だより図
5月の新刊案内

書館

引本浦地区避難路の紹介

町民センター図書室から
「ムーンナイト・ダイバー」
　　　　　　　　　　/天童荒太

「田んぼのコレクション」
　　　　　　　　   /内山りゅう

児童図書館から
「髪結い伊三次捕物余話 擬宝珠
　のある橋」
　　　　　　　　　/宇江佐真理

多目的会館図書室から

「図書名」/著者名「図書名」/著者名 「図書名」/著者名
「おかあしゃん。はぁい。」

/くすのきしげのり
「おむすびさんちのたうえのひ」

/かがくいひろし
「コんガらガっち ぬきあしさしあし す
すめ！の本」/ユーフラテス
「温泉アイドルは小学生！（2）暴走マ
マを止めて！」/令丈ヒロ子 
「ポケモン空想科学読本①」

/柳田理科雄
「鳥のサバイバル①」/ゴムドリ co. 
「フェルトをぬってはって作る はじめ
てのフェルトケーキ」/飯塚みさ江

※ 5月はこどもの日や母の日などをテ
　ーマにした展示を行います。
※ 5 月 12 日まで「こどもの読書週間」
　です。春の一日、親子で一緒にゆっ
　たり読書！ぜひ、図書館をご利用く
　ださい。

「オーダーは探偵に」/近江泉美
「家康、江戸を建てる」/門井慶喜
「息子に贈ることば」/辻仁成
「真実の10メートル手前」/米澤穂信
「優しい言葉 パンとスープとネコ日和」      
                                           / 群ようこ
「海外旅行で子供は育つ！！」
　　　　　　　　　　　　/木舟周作
「いちまき ある家老の娘の物語」
　　　　　　　　　　　　　/中野翠
「数学する人生」/岡潔

※古くなった雑誌、及び図書の無償
　配布を町民センター 3 階にて実施
　しています。
　先着順ですので、ご希望の方はお
　早目にお願いします。質問や要望
　などの連絡は町民センター図書室
　までお願いします。　

【一般図書】
「かんかん橋の向こう側」
　　　　　　　　　　/あさのあつこ
「ビューティーキャンプ」/林真理子
「まく子」/西加奈子
「幸せになる勇気―自己啓発の源流
『アドラー』の教えⅡ」

/岸見一郎 古賀史健
「フランス人は10 着しか服を持たな
い 2」/ジェニファー・L・スコット
「言いたいことが伝わる 上手な文章の
書き方」/安藤智子
「今日から成年後見人になりました」

/児島明日美 村山澄江
【児童図書】
「鳥のサバイバル 1」/ゴムドリ co.
「かわいく描けちゃう！イラストずか
ん」/チーム☆おえかきマスター
「音楽室の日曜日 歌え！オルガンちゃ
ん」/村上しいこ
「おいしいね」/さかざきちはる

※延滞されている方は、至急返却お
　願いします。
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　引本浦は海が近く、津波襲来の際には高台への避難が必要です。また、

地域外への幹線道路は長期間利用できなくなることも予想されます。

　引本里山の会では、津波に備え引本公園から尾根伝いに矢口浦を通って

上里方面へつながる広域避難路の整備など、自主的な地域の防災対策に取

り組んでいます。

現在、絵本の読み聞かせボラ

ンティアを募集しています

詳しくは教育委員会本庁生涯学習課まで
お問い合わせください　         ℡ 46- 3125

 5月21日（土）

午前10 時30 分～ 11 時45 分

えほんのよみきかせと、幼児向け

の工作あそびをします。

 5月21日（土）

午前10 時30 分～ 11 時45 分

えほんのよみきかせと、幼児向け

の工作あそびをします。

「よみきかせの会」（児童図書館）
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　志子小学校は明治20年に島原第二尋常小学校として
開校しました。その後、赤羽小学校東部分校と改名を
経て、昭和30年に志子小学校として創立。志子小学校
としてこれまで790名の卒業生を送り出してきました。
　3月25日に行われた閉校式には児童や卒業生など約
150名が出席し、参加者は学校の歴史を振り返るスラ
イドショーや展示された学校行事の写真などを見て、
当時を振り返りながら閉校を惜しんでいました。最後
は全員で校歌を斉唱し、思い出の学び舎に別れを告げ
ました。

　毎年開催されている紀北地区春季水泳記録会。今年
も町内外のスイミングクラブなどに通う児童・生徒
133名が参加し、保護者や仲間の応援を受けて選手たち
は冬の練習の成果を確かめていました。

自己記録を更新　水泳記録会

4/10　潮南中学校プール

三重県紀北町マスコットキャラクター
きーほくん

三重県紀北町マスコットキャラクター
きーほくん

　平成 28年度の入学児童・生徒、入園園児は、小学校
80名、中学校116名、幼稚園 37名。新しい生活の始ま
りに新入生たちは期待に胸をふくらませていました。

期待を胸に　入学式・入園式

4/6　潮南中学校

4/6　西小学校

志子小学校閉校式
～61年間ありがとう～



【平成28年3月1日～31日受付分】

お誕生おめでとう

ごめい福を祈ります

（
紀
北
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
）

善
意
を
あ
り
が
と
う

善
意
を
あ
り
が
と
う

戸籍の窓

長　

島　

湊　
　

妙
子

東
長
島　

小
倉　
　

礼

東
長
島　

東　
　

公
康

長　

島　

駒
井　
　

勲　

相　

賀　

川
端　

達
也

矢
口
浦　

玉
本　

義
文

船　

津　

谷
口　

朋
子

馬　

瀬　

植
地　

泰
久

引
本
浦　

濵
田　

仁
充

中　

里　

松
永　

宜
子

相　

賀　

伊
藤　

資
一

島
勝
浦　

脇　
　

泰
廣

紀
伊
長
島
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
都
市
協
会

五
万
円

十
万
円

十
万
円

三
万
円

三
万
円

一
万
円

三
万
円

五
万
円

一
万
円

三
万
円

三
万
円

三
万
円

五
万
二
二
一
〇
円

※本人または親族の方の了承を得て掲載しています。

（敬称略）

尾 辻 医 院
か と う 小 児 科
海山レディースクリニック
第 一 病 院
海山レディースクリニック

47 - 0890
47 - 3341
33 - 0888
36 - 1111
33 - 0888

5/1
5/4
5/15
5/29
6/5

日
水
日
日
日

月日 曜日 紀　　北 電　　話

住　所　   子の名前　  保護者

海　野　  池畑翔生希　　和宏

長　島　  西村　綾乃　　信一

東長島　  濱畑　　舞　　卓也

長　島　  濵口　咲耶　　智之

引本浦　  濵田　結萌　　裕史

河　内　  濵田　陽依　　亮

住　所　   氏　　名　　 （年齢）

東長島　  奧井みち子    （89歳）

東長島　  東　　伸三    （87歳）

島　原　  丸本　悦子    （75歳）

長　島　  東　　　謙    （84歳）

東長島　  小倉　　肇    （80歳）

長　島　  中村　慶一    （83歳）

島　原　  大谷　敏雄    （91歳）

長　島　  石　たまゑ    （97歳）

海　野　  井谷たつみ    （92歳）

三　浦　  中野　八重    （94歳）

長　島　  駒井　花香    （98歳）

古　里　  大西　鈴代    （84歳）

長　島　  井谷　　也    （76歳）

島　原　  奥川　順子    （67歳）

相　賀　  伊藤　正夫    （91歳）

引本浦　  野村　宜也    （81歳）

島勝浦　  脇　　　み    （90歳）

相　賀　  南　　由香    （47歳）

引本浦　  濵田　守一    （83歳）

相　賀　  民部　鐵男    （83歳）

矢口浦　  玉本　とよ    （94歳）

馬　瀬　  植地のり子    （82歳）

引本浦　  奥村　國一    （76歳）

引本浦　  森下のぶゑ    （93歳）

上　里　  𡈽嶋　一子    （73歳）
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消防・警察だより
紀北医師会休日診療当番表

火災・救急発生状況

免許証の住所が紀伊長島地区の方のみ
運転免許証更新事務（毎週火曜日：午前9時～正午）
更新時講習 / 優良・一般（毎週火曜日：午後2時～）
※祝祭日に該当した場合、振り替えは実施しません。
※問い合わせは尾鷲警察署交通課免許係（TEL  25-0110)までお電話ください。

（3月末現在）

交通事故発生状況（3月末現在）

警察だより

消防だより

(　)は前年比

 

※組合管内
　は、三重
　紀北消防
　組合管内
　の件数

(　)は前年比

三 重 県 内 １５，３３４
（＋３２）

１，５９６
（－３２８）

２５
（＋１）

２，１５３
（－４４５）

１３，７３８
（＋３６０）

尾鷲署管内
５８（－２０）
１４６（－３３） ２４（－４） ２７（－１０）

４８（－１８）
１２２（－２９）

０（－１）
１（－２）

１０（－２） ９（－６）

受診する前に電話で連絡してください。時間は9時～17時です。変更がある場合
がありますのでご注意ください。
紀北医師会ホームページ　http://www.kihoku-med.or.jp/　

（救急医療情報システム TEL 22-1199）

０(±０) ０(±０)

０(±０)

０(±０) ２(±０)

３(±０)

海 山 １(＋１)

５(－１)

０(±０) ０(±０) ０(±０)

０(－１)

０(±０)

０(－１)

１(＋１)

船　舶 航空機 その他

紀伊長島 ３(±０) １(＋１) ０(±０) ０(±０)

総件数 建　物 林　野 車　両

組合管内 ２(±０) ０(±０)

火 

災

救 

急
４８６(－８４)２９６(－８３) ２６(－１４)

９６(－１５)

６(－５)

７(－４)

９１(＋２４)

２８(＋１７)

１５(＋５) ５(－８)

１２１(＋６) ７２(－１０)

６９(－８)

１５(＋４)

７３(－１１)

海 山

紀伊長島

組合管内

交通事故総件数人身事故件数 死 者 数 負 傷 者 数物損事故件数

総件数 急　病 交通事故 一般負傷 その他

※上記以外は、尾鷲総合病院のみで対応します。

紀 北 町
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健康トレーニング講座

救急医療情報キット 配布のご案内

健康まもり隊を募集します！

日程 【 対 象 】

【 場 所 】
【 時 　 間 】
【 内 　 容 】

【参 加 費】
【 定 　 員 】
【申 し 込 み】

60 歳以上（昭和 32 年 3 月 31 日以前に
生まれた方）の運動に支障がない方で、
教室終了後に各地区などで体操啓発に
協力していただける方
海山総合支所別館 2 階けんこうの広場
13：30 ～ 15：00 
運動、体力測定、参加者同士で
健康についての話し合いなど
無料
15 名
5 月 11 日（水）まで

　町では 1歳 6ヵ月児健康診査と 2歳 6ヵ月児歯科健康診査で「フッ素塗布無料券」を配布しています。

　平成 28 年 1 月･2 月に配布した方には “ フッ素塗布推奨期間 ” と明記して配布させていただいています。

利用期限は平成 28年 9月 30 日（金）ですので、お早目にご利用ください。詳しくはお問い合わせください。

　町では体を動かすことを習慣化していただくための教室「健康トレーニング講座」を下記の日程で開催します。

教室に参加していただき、体操や参加者同士の話し合いを通じて自分の健康について考えてみませんか？

　この教室に参加して他の参加者とともに運動習慣を身につけましょう。

　救急医療情報キットとは、その方の病歴や持病、血液型、服薬状況、緊急連絡

先などの救急医療に必要な情報を記載して専用の容器に保管し、急病で倒れたと

きの救急活動に役立てるものです。また情報シート記入の支援のため、地域包括

支援センター職員、ケアマネジャー、民生委員、役場職員などが訪問することで

ひとり暮らし高齢者の孤立を防ぎ、日常生活の状況を把握することにもつながり

ます。

　下記の対象の方でまだ設置されていない方は、本庁福祉保健課または海山総合

支所福祉環境室へご連絡ください。

第 1 回

第 2 回

第 3 回

第 4 回

第 5 回

第 6 回

5 月 18 日（水）

5 月 25 日（水）

6 月   1 日（水）

6 月   8 日（水）

6 月 15 日（水）

6 月 22 日（水）

第 7 回

第 8 回

第 9 回

第10回

第11回

第12回

6 月 29 日（水）

7 月   6 日（水）

7 月 20 日（水）

7 月 27 日（水）

8 月   3 日（水）

8 月 10 日（水）

※9 月から同様の教室を東長島公民館で開催予定です。
　広報きほく 9 月号でおしらせします。

平成 28年 1月･2 月に配布された「フッ素塗布無料券」をお持ちの方へ

紀北町に住所を有する、75 歳以上のひとり暮らしの方
（昭和 17 年 3 月 31 日以前に生まれた方）

配布
対象

※これまで実施されていた貯筋教室がリニューアルされた教室です。
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1 歳 6 ヵ月児健康診査

5月12日（木）東長島公民館
H26.8.5 ～ H26.11.12 生まれのお子さん

☆対象者には、通知書を郵送します。忘れずに受診し 
　てください。　

【 対 象 】

赤ちゃん相談

5月     9日（月）海山総合支所別館2階けんこうの広場

※いずれも母子健康手帳を持参してください。

10：00 ～ 11：30【 時 間】

5月18日（水）東長島公民館
10：00 ～ 11：00【 時 間】

5/11、18、25（水曜日）
10：30 ～ 11：30
多目的会館図書室（和室）

【 日 程 】
【 時 間 】
【 場 所 】

プチ・キッズ

☆参加者同士で交流や子育て情報交換などを行って 
　います。お気軽にご利用ください。

平成 2８年度 「400ml 献血 」のお願い

マ
イ
コ

プ
ラ
ズ
マ

肺
炎

伝
染
性
紅
斑

感染症情報（３月2１日～４月1０日分）
紀北地区の感染症の動向をおしらせします。
※詳しくは「三重県感染症情報センター」のホーム―ページ
(http://www.kenkou.pref.mie.jp/kansenmenu.htm) をご覧ください。

イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ

咽
頭
結
膜
炎

3/21 ～ 3/27

3/28 ～ 4/3

4/4 ～ 4/10

感
染
症

胃
腸
炎

流
行
性

耳
下
腺
炎

流
行
性

角
結
膜
炎

（人）
0
2
4
6
8
10
12
14
16
18
20

Ａ
群
溶
レ
ン

菌
咽
頭
炎

突
発
性

発
し
ん

5月 24日（火）
　新田多目的集会施設・・・・
　長 浜 集 会 所・・・・
5月31日（火）
　紀 伊 長 島 体 育 館・・・・
　紀 伊 長 島 体 育 館・・・・

　8：3 0
1 3： 3 0 ～ 1 5： 0 0

　8： 3 0 ～ 1 0： 3 0
1 3： 3 0 ～ 1 5： 0 0

　8： 3 0 ～ 1 0： 0 0
1 3： 3 0 ～ 1 5： 0 0

　8： 3 0 ～ 1 0： 3 0
1 3： 3 0 ～ 1 5： 0 0

平成 28 年度の日程が決まりました。
今年度も皆様のご協力をよろしくお願いします。

・17 歳（女性は 18 歳）～ 69 歳の方
　（65歳以上の方は60歳～ 64歳の間に献血経験があ
　る方）
・体重が男女とも 50 ㎏以上の方

献血にご協力いただける方
6 月 3 日（金）

7 月 29 日（金）

10 月 26 日（水）

12 月 1 日（木）

( 株 ) 大額 三重工場
役場本庁
海山総合支所
菖蒲園

役場本庁

海山総合支所
菖蒲園

10：30 ～ 12：30
14：30 ～ 16：30
10：00 ～ 13：00
15：00 ～ 16：30
10：30 ～ 13：00
14：30 ～ 16：30
10：00 ～ 13：00
15：00 ～ 16：30

月　日 場　所 受付時間

・乳がん検診（マンモグラフィ）

5月  24日（火）
　長 浜 集 会 所・・・・
5月31日（火）
　紀 伊 長 島 体 育 館・・・・

1 3： 3 0 ～ 1 5： 0 0

1 3： 3 0 ～ 1 5： 0 0

1 3： 3 0 ～ 1 5： 0 0

1 3： 3 0 ～ 1 5： 0 0

　8： 3 0 ～ 1 0： 0 0

　8： 3 0 ～ 1 0： 3 0

　8： 3 0 ～ 1 0： 0 0

　8： 3 0 ～ 1 0： 3 0

・子宮頸がん検診

5月  24日（火）
　新田多目的集会施設・・・・
5月31日（火）
　紀 伊 長 島 体 育 館・・・・

・胃がん検診

5月     9日（月）
　赤 羽 公 民 館・・・・・
　道 瀬 公 民 館・・・・・
5月11日（水）
　船 津 集 会 所・・・・・
　河 内 区 民 会 館・・・・・

　9：3 0 ～ 1 0： 0 0
1 0： 3 0 ～ 1 1： 0 0

  9 ： 3 0 ～ 1 0： 1 5
1 0： 3 0 ～ 1 1： 0 0

　9： 3 0 ～ 1 0： 0 0
1 0： 3 0 ～ 1 1： 0 0

  9 ： 3 0 ～ 1 0： 1 5
1 0： 3 0 ～ 1 1： 0 0

5月19日（木）　海山総合支所別館2階けんこうの広場

10：00 ～ 11：00
乳幼児と保護者
5 月 17 日（火）まで

【 時 間 】
【 対 象 】
【申し込み】

【相談日・場所】
【 対 象 】

【 内 容 】

個別健康相談

ご相談に応じます。
腎機能や高血圧・糖尿病などの生活習慣
病で注意が必要といわれている方、治療中
の方など
塩分の少ない食事・コレステロールを下
げるには・体重の減らし方など

がん検診 ・ 受診者募集！歯っぴ～教室

一般健康相談（血圧測定 ・ 尿検査など）

おやこサークル

おしらせ

1 歳

プチプ ・キッズ

1 0：1 0： 0 00 0

集！集！

けい

けんこうの広場に関する問い合わせ、申し込みは本庁福祉保健課地域保健係（℡46-3122）
または海山総合支所福祉環境室福祉保健係（℡32-3904）までお願いします。
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　弁護士による無料法律相談を次のとおり開催
します。困りごと、争いごとの法律的なご相談
をお受けします。
※秘密は厳守します。お気軽にご相談ください。

※相談時間は1名 30 分以内で、定員は各場所 5
　名です。相談を希望される方は、前日までに
　予約のご連絡をお願いします。
※紀北町を訴訟相手とする場合や相談内容が訴
　訟中で、現在裁判所で審理中の場合、当事者
　間に係争がある場合の双方同時の相談は原則
　として利用できません。
【問い合わせ・申し込み】　
本庁住民課住民係　℡46-3117

　心肺蘇生法とAED の取り扱いを習って、もし
ものときに備えましょう。
日時：5月 9日（月）13：00 ～ 16：00
場所：海山消防署
※申し込みは前日までにお願いします。
※詳しくはお問い合わせください。
【問い合わせ・申し込み】　
海山消防署　℡32-0004

日時・場所：ご相談に応じます。
対象：こころの健康に関する悩みを持つ方やご
　　　家族
【問い合わせ・申し込み】　
本庁福祉保健課地域保健係　℡46-3122 

無料法律相談（予約制）

普通救命講習

こころの健康相談

日程 時間 場所

10：30～12：00
13：00～14：00

社会福祉会館
（東長島）

老人福祉センター
（相賀）15：00～17：30

5月
19日（木）

介護職員初任者研修の受講生募集
（旧ヘルパー 2 級）

　福祉、介護職場の人材不足を改善するため、離職者、
中高齢者、若者などを対象に初任者研修を実施し、資格
取得後、就労することを目的とします。
介護職員初任者研修（第１回）
募集期間　5月   2 日（月）～ 6月   9 日（木）（必着）
研修期間　6月 20 日（月）～ 9月   7 日（水）
介護職員初任者研修（夏期集中講座）
募集期間　6月 10 日（金）～ 7月 11 日（月）（必着）
研修期間　7月 21 日（木）～ 8月 31 日（水）
受講場所　三重県社会福祉会館（津市桜橋）
応募要件　三重県に住民登録している満 75 歳未満の方
募集定員　各講座 39 名（応募者多数の場合は抽選）
受講料　無料（教材費は実費負担）
問い合わせ
三重県社会福祉協議会三重県福祉人材センター
　　　　　　　　　　　　　　　　　 ℡059-227-5160

全国ごみ不法投棄監視ウィークと
ごみ減量・リサイクル推進週間について

　5 月 30 日（ごみゼロの日）から 6 月 5 日（環境の日）
までの 1週間は、「全国ごみ不法投棄監視ウィーク」です。
　全国一斉に不法投棄を防止する取り組みが行われ、町
ではパトロールなどを強化します。地域が一体となって
不法投棄を防止できるよう、町民の皆様のご協力をお願
いします。
ごみの不法投棄は犯罪です！
　5 年以下の懲役または1,000 万円（法人の場合は 3 億
円）以下の罰金が科せられることがあります。
同じ日程で『ごみ減量・リサイクル推進週間』が実施さ
れます
　3Ｒ（スリーアール）を実行し、ごみを減らして資源や
ものをたいせつに使いましょう。
◆Reduce（リデュース）　
　ごみを減らしましょう
◆Reuse（リユース）
　ものを繰り返し使いましょう
◆Recycle（リサイクル）
　ごみは分別し、資源として再利用できるようにしましょ
う
問い合わせ
本庁環境管理課廃棄物対策係　　　　℡46-3121
海山総合支所福祉環境室環境管理係　℡32-3904



1925

 安全運転で豪華賞品を狙おう！
無事故・無違反チャレンジ 123

参加者募集

　1 チーム 3 人で 123 日間の無事故・無違反に挑
戦する「無事故・無違反チャレンジ 123」の募集
を行います。達成チームの中から抽選で、特賞
（30万円分トラベルギフト券）のほか多数の商品
が当たります。
　また、3 名のうち、65歳以上の方を 2 名以上含
んだシルバーチームには、さらに抽選で 2 チーム
にシルバー特別賞（6 万円分トラベルギフト券）
が当たります。
※共通賞品との重複当選はありません。
　詳細は、本庁・海山総合支所、各警察署交通課、
各地区交通安全協会、各地域活性化局、三重県環
境生活部交通安全・消費生活課などで配布のチラ
シ・申込書をご覧ください。
募集期間　5月 1日（日）～ 6月 30 日（木）
参加料　1チーム 3,000 円（1人 1,000 円）
問い合わせ
三重県環境生活部くらし・交通安全課

℡059-224-2410

男女がいきいきと働いている企業募集

　県では男女がともに働きやすい職場環境づくり
を目的に、休暇の取得促進や残業時間の削減に取
り組んだり、育児や介護をしながら働き続けられ
る職場づくりや男女が能力を発揮できる職場づく
りなどに積極的に取り組む企業（法人）を認証し、
当該年度の認証企業（法人）の中からさらに、表
彰企業（法人）を選考します。
応募対象
県内に本店または主たる事務所があり、県内にお
いて事業活動を行う常時雇用労働者を有する法人
（国及び地方公共団体を除く。営利、非営利不問）
応募方法
企業（法人）からの直接応募（申請書などに記入
のうえ郵送または持参で提出）
※詳しくはホームページをご覧ください。
　（http://www.oshigoto.pref.mie.lg.jp）
応募期限　5月 31 日（火）17：00 必着
問い合わせ・申し込み
三重県雇用経済部雇用対策課　℡059-224-2454

伊勢志摩サミットに伴う
検問・交通規制にご協力を！

　5 月 26 日（木）・27 日（金）に開催される伊勢
志摩サミットに伴い、テロ防止や国内外要人の安
全確保のために検問を行います。
　検問では、行き先をお尋ねしたり、持ち物や車
のトランクの中などを見せていただいたりするこ
とがあります。
　また、5月 25 日（水）から 28 日（土）にかけて、
各国首脳の移動に伴い、高速道路や伊勢志摩地域
の道路などで交通規制を実施します。
混雑緩和のため、
○公共交通機関の利用
○マイカー利用の自粛
○事業用車両の運行調整
などについて、ご理解とご協力をお願いします。
　サミットに関する情報は、三重県警察ホームペー
ジでも提供しています。また、日本道路交通情報
センターと連携し、サミット開催に伴う高速道路
の通行止情報をツイッターにより提供します。下
記アカウントをフォローすることにより、情報を
受信することができます。
アカウント名　サミット高速道路交通情報（JARTIC）
アカウント　＠summit_jartic
問い合わせ
三重県警察　℡059-222-0110

「書と陶芸作品展」開催

　書と陶芸作品展を下記のとおり開催します。ぜ
ひご来場ください。
日時　5月 28 日（土）・29 日（日）
　　　9：00 ～ 17：00（29日は15：00まで）
場所　ふれあい広場マンドロ
問い合わせ　
ふれあい広場マンドロ　℡47-1081

おしらせ

5月号5月号
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春を満喫
始神峠さくらまつり
春を満喫
始神峠さくらまつり

23/26

　始神峠さくらまつりは、毎年桜の季節に開催されています。

今年も会場となった始神さくら広場では、家族連れなど多く

の来場者でにぎわい春のひとときを満喫していました。

　イベントでは、午前中に始神峠を歩くふれあいウォークが

行われ、町内外から集まった参加者たちは心地よい陽気のな

か古道を堪能していました。

　午後からはコンサートも行われ、三浦保育園園児のかわい

らしい遊戯や三浦小学校児童による力強い太鼓演奏が披露さ

れると会場からは大きな拍手が送られていました。また、コー

ラスグループのヴィアンカ・コールによる合唱のほか、

KIHOKU戦隊アババインも登場するなど会場を盛り上げて

いました。

三重県紀北町マスコットキャラクター
きーほくん

北河　怜実ちゃん
平成 27 年 5 月8 日

1 歳おめでとう！いつも元気なれみちゃん♡　

家族みんなの宝物です　

れ み

＜相賀＞洋三・梨沙さん

竹田　麗央ちゃん
平成 27 年 5 月1 日

イチゴが大好きなりおちゃん。　　　　　　

たくさん食べて大きく育ってね。

り お

＜船津＞優太・美沙さん

中村　吏久くん
平成 27 年 5 月28 日

モテモテりくくん♥ 

これからも元気にすくすく育ってね！

り く

＜長島＞祐太・真衣さん

長井　結希くん
平成 27 年 5 月26 日

ゆうくん 1 歳のお誕生日おめでとう！！　　
ゆうくんの笑顔にいつも元気をもらっています。
これからも元気に大きくなってね♡

ゆ う き

＜長島＞正也・佳映さん

  　

ihoku  
　　　　　　　Playback

　

News & Topics

満１歳

笑顔
「
に
じ
い
ろ
ス
マ
イ
ル
」の
コ
ー
ナ
ー
に

掲
載
希
望
の
方
は
、誕
生
月
の
前
月
の

10
日
ま
で
に
本
庁
企
画
課
広
報
係
ま

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。


	p01.pdf
	p02
	p03
	p04
	p05
	p06
	p07
	p08
	p09
	p10
	p11
	p12
	p13
	p14
	p15
	p16
	p17
	p18
	p19
	p20
	p21
	p22
	p23
	p24
	p25
	p26

